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温泉センター翠の湯

7日・14濤
　　　　15日・39日
2董日・28β

12日・26日総日・3舶

おめ罎薦催鑑》　　（生期鋤
悠太ちゃん　渡辺新一・まち子さんの長男

　　　　肇由（、熱根〉　　6・3弓至

お《瀞み《羅鴛》　（死亡鰐脚

雛由　シゲさん　76歳

　　　　橋諮（長畜）　6・3・6
小野塚愛治郎さん　88歳

　　　　橋諾（出の繊）6・3・羅
擁　　セイさん79歳

　　　　不老鵜　　　　6・3・爲
渦橋　ハツさん　75歳

　　　　ヲ、水酷（．L醗敷）6・3・25

佐藤　春義さん　85歳

　　　　天水越噺七〉6・3・28
※3湾1繕から31蔭までの煽と藝分です漁

騰隷

灘騨

灘懸繋

お一い！行くぞ！　　　　　　　ジャガイモ掘り

　5年相沢真由美さん

　（小谷蜜下〉

勲　
　
　
叢

　4年樋P二美子さん
　（湯出与蕃〉

欝昌欝　鷺Y習鴛召　否鷺網鷺編晶嬉
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ま
つ
の
や
ま
繭
月
畢

平
成
六
年
照
月
八
織
発
行

発
行
／
新
潟
県
松
之
山
町

　
　
致
9
鷺
瓢
汎
ー
六
ー
三
一
三
一

F
A
X
黛
姦
九
…
六
！
三
五
一
五

編
集
／
総
務
諜

　
　
　
　
　
　
　
編
集
後
記

　
三
月
、
騰
月
は
卒
業
・
入
掌
、
臓

職
・
転
勤
と
忙
し
い
季
簾
で
す
、

　
役
場
で
も
闘
月
…
残
付
け
で
三
十

名
近
い
異
動
が
あ
り
ま
し
た
条

　
私
は
異
動
の
対
象
と
は
な
り
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
係
内
で
仕
事
の
分
撫

が
変
わ
り
、
来
月
弩
か
ら
は
蕎
橋
良

　
一
さ
ん
が
広
報
を
担
当
す
る
こ
と
に

な
り
豪
し
た
。

　
三
年
と
い
う
短
か
い
問
で
し
た
が
、

取
材
等
で
色
々
と
お
盤
謡
紅
な
り
奉

当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
繕
握
当
の
高
嬌
さ
ん
も
新
し
い
企

爾
を
彰
え
て
い
ま
す
の
燐
匁
、
取
紡
に

糊
っ
た
と
き
は
私
岡
様
ご
協
力
を
お

丁
顯
い
し
ま
す
．

　
な
お
、
来
月
蕪
、
か
ら
連
載
を
予
定
■

し
て
い
ま
し
た
『
，
松
之
山
の
民
俗
」

㎜
に
つ
い
て
は
、
犀
三
園
位
褐
載
し
た

ー
い
と
思
い
家
す
．
　
　
　
　
儀
藤

r
…
！
…
i
、
書
き
｝
善
｝
髪
…
　
　
　
　
　
　
i
尋
ξ
ー
隼
ー
髪
軌
…
i

　
脳
月
一
臼
の
人
鷺

　
総
人
鶯
／
三
、
五
九
六
（
▲
二
九
）

　
　
　
男
／
一
、
七
闘
二
（
血
三
）

　
　
　
女
／
一
、
八
五
羅
（
▲
　
七
）

　
世
帯
数
／
一
、
烹
ハ
一
（
▲
　
八
）

　
（
〉
内
は
三
月
一
田
と
の
比
較

　
▲
は
減
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住
み
よ
い
豊
か
な
町
づ
く
り
を
め
ざ
し

こ自

繕

元気に”ニト糸一ルを楽しむお年寄りの皆さん

　
新
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
て
一
カ
月
が
過
ぎ
ま
し
た
。
町

で
は
住
み
よ
い
豊
か
な
町
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
い
ろ

い
ろ
な
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

　
先
月
号
で
町
の
予
算
に
つ
い
て
詳
し
く
お
伝
え
し
ま
し

た
が
、
今
回
は
主
な
事
業
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

事
業
の
推
進
に
あ
た
り
ま
し
て
は
、
町
畏
の
皆
さ
ん
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

健
康
と
福
祉

健
康
で
安
ら
ぎ
の
あ
る

　
　
　
　
　
ま
ち
づ
く
鱗

　
裡
宅
編
祉
サ
ー
ビ
ス
の
積
極
的
な

推
進
と
整
備
を
行
い
ま
す
。

　
デ
イ
サ
舞
ビ
ス
事
業

　
機
能
酬
練
、
入
浴
サ
…
ビ
ス
、
給

食
サ
；
ビ
ス
な
ど
行
い
ま
す
。

　
事
業
は
、
老
人
ホ
ー
ム
「
不
彰
翻
」

に
委
託
し
ま
す
。

　
ホ
雍
ム
ヘ
ル
プ
サ
韮
ビ
ス
箏
業

　
寝
た
き
り
や
一
人
暮
ら
し
老
入
な

ど
の
世
帯
へ
轟
陶
き
、
家
事
や
介
護

へ
の
手
助
け
を
行
い
ま
す
。

　
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
事
業

　
罵
婚
葬
祭
や
農
繁
期
な
ど
に
、
寝

た
き
り
の
お
年
寄
り
を
短
期
間
老
人

ホ
ー
ム
ヘ
入
所
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。　

β
常
生
活
用
贔
の
給
付

　
お
年
寄
り
の
鷺
常
隻
活
に
必
要
な

ベ
ッ
ド
・
車
椅
子
な
ど
の
給
付
や
貸

出
し
を
行
い
ま
す
。

　
各
種
検
診

　
総
合
検
診
（
基
本
検
診
・
霧
ガ
ン

検
診
な
ど
五
項
目
）
の
ほ
か
幼
児
検

診
、
乳
幼
兇
磁
科
検
診
を
行
い
ま
す
。

　
各
種
衛
生
講
座

　
健
康
と
体
力
づ
く
り
そ
し
て
、
元

気
で
長
生
き
し
て
い
た
だ
く
た
め
の

事
業
と
し
て
冬
鰯
講
座
や
糖
尿
病
予

防
講
座
、
い
こ
い
の
場
な
ど
欄
催
し

フラワーづい二いの場でのぺ

ま
す
。

　
健
康
相
談
・
訪
問
指
導

　
健
康
診
断
な
ど
の
傭
報
を
も
と
に
、

健
康
管
理
の
た
め
の
生
活
習
慣
改
善

な
ど
の
指
導
や
相
談
を
行
い
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
と
産
業

　
上
水
道
施
設
の
整
備

　
上
水
道
は
、
　
－
湯
塞
簡
易
水
道
蝋

「
爾
浦
照
簡
易
水
道
」
　
「
田
麦
立
給

水
施
設
」
で
整
備
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
地
域
防
雪
体
翻
の
整
備

　
冬
期
間
の
無
雲
駐
毒
場
や
除
雪
機

械
を
整
備
し
ま
す
。

　
町
営
住
宅
建
築
罵
地
造
成

　
平
成
七
年
度
に
建
設
予
定
の
町
営

像
箔
の
敷
地
を
整
備
し
ま
す
。

　
克
雪
住
宅
の
普
及

　
克
雪
往
宅
の
普
及
を
図
る
た
め
、

克
雪
住
宅
を
新
築
・
増
改
纂
さ
れ
る

方
に
対
し
、
克
雪
に
係
る
工
事
費
の

一
部
を
補
助
し
ま
す
。

　
今
年
度
は
、
十
件
を
予
定
。

　
合
併
処
理
浄
化
稽
の
整
備
補
勘

　
禽
併
処
理
浄
化
槽
の
普
及
の
推
進

を
図
る
た
め
、
設
置
を
希
望
す
る
方

に
紺
し
、
整
備
の
た
め
の
工
纂
費
を

補
助
し
ま
す
。

　
ム
フ
年
度
は
、
六
基
を
予
定
。

　
集
塵
箱
設
置
へ
の
補
動

　
集
落
で
藁
塵
箱
を
設
置
す
る
場
倉
、

そ
の
経
費
の
三
分
の
一
を
補
助
し
ま

す
。

　
ま
ち
づ
く
鯵
の
推
進

　
町
内
の
二
牽
歳
～
灘
幸
歳
代
の
構

成
メ
ン
バ
｝
で
「
ま
ち
づ
く
り
検
討

蚕
巌
会
し
を
設
置
。
町
づ
く
り
に
つ

い
て
検
討
会
を
購
催
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
泌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
造

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
完

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
住

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
営

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
驚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
わ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
採

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
伐

　
道
路
新
設
改
良

　
鱒
内
の
四
カ
所
で
道
路
の
舗
養
工

事
を
行
い
ま
す
、

　
　
難

繍
灘
麟

　
　
・
鞭

鞠
．
．
懸

蟻
．
鞭

雛
灘

・
水
梨
黒
禽
線

謹

・
蟹
鑓
牛
ケ
轟
線

・
東
川
藤
倉
、
天
水
越
線

・
申
尾
外
鬼
線

　
ま
た
、
亀
石
線
林
道
で
も
七
〇
〇

膿
の
舗
装
工
事
が
行
わ
れ
ま
す
。

特
殊
改
良

　
町
内
の
三
力
漸
で
道
踏
の
改
良
工

事
を
行
い
ま
す
。

・
湯
山
兎
鷺
線
（
湯
瞭
）
｝
○
O
m

・
松
代
松
之
山
線
（
兎
擬
地
内
）
二

　
照
O
m

・
湯
由
北
線
（
不
老
簡
繭
）
二
〇
〇

　
m

　
雪
上
車
購
入

　
冬
獺
聞
、
藥
落
内
の
雪
道
を
確
保

す
る
た
め
蟹
上
車
一
台
購
入
し
ま
す
。

燃
　
　
輔

　
　
　
　
　
　
駐

　
　
　
　
　
　
欝

　
　
　
　
　
　
無

二
〇
〇
m

　
二
｝
照
m

　
　
　
一
八
O
m

二
〇
〇
碧a

改良が行われる湯出北線

　
地
方
産
桑
の
青
成

　
商
工
業
振
興
対
策
と
し
て
、
地
方

産
業
膏
成
資
金
の
貸
し
付
け
を
行
い

ま
す
。

　
出
材
資
源
活
窮
の
促
進

　
生
産
撫
工
施
設
の
建
設
、
轡
刈
り

稲
乾
燥
機
、
ゼ
ン
マ
イ
趨
動
乾
燥
機

を
購
入
す
る
た
め
の
補
助
事
業
を
行

い
ま
す
。
　
（
爾
之
蔚
・
松
口
）

　
山
村
農
業
の
活
性
化

　
脳
な
ら
し
、
農
遵
整
備
、
大
型
農

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
翻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
b

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
濁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
区

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
間

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
光

業
機
械
購
入
な
ど
の
た
め
の
補
助
事

業
を
行
い
ま
す
。

　
（
光
間
・
川
手
、
上
布
絹
地
区
）

　
農
業
摂
い
手
公
敏
の
設
立

　
三
、
○
○
○
万
円
の
基
金
で
公
祇

を
設
立
し
、
掲
い
手
と
な
る
後
継
春

を
欝
成
し
ま
す
。

　
農
道
の
整
備

　
顯
麦
立
地
護
で
舗
装
六
八
九
m
、
天

水
鳥
地
区
で
改
良
｝
“
瓢
九
m
、
舗
装
二
七

九
m
及
ぴ
橋
梁
ヱ
一
式
を
行
い
ま
す
。

教
育
の
振
興

豊
か
な
人
間
牲
を
は
ぐ
く
む

大
規
模
改
造
事
業

　
義
務
教
鷺
施
設
の
驚
備
と
し
て
、

松
之
山
中
学
校
の
大
規
模
改
造
事
業

が
行
わ
れ
ま
す
。

　
内
容
は
、
内
装
・
酎
管
・
電
気
。

照
明
そ
し
て
放
送
設
備
な
ど
で
す
ロ

　
い
き
い
き
ス
ク
垂
ル

　
心
蟹
か
で
躍
動
感
に
あ
ふ
れ
る
兜

童
・
生
徒
を
蕎
て
る
た
め
松
之
山
中
、

松
婁
小
、
浦
懸
小
で
昨
年
「
い
き
い

き
ス
ク
｝
ル
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
今
奪
は
、
松
之
山
小
が
新
た
に
実

施
し
ま
す
。
「
い
き
い
き
ス
ク
｝
ル
し

で
は
、
老
人
ホ
ー
ム
の
訪
問
や
体
験

掌
轡
な
ど
の
取
り
継
み
が
行
わ
れ
ま

す
。

　
生
涯
学
習
推
進
体
翻

　
A
フ
年
度
か
ら
三
年
間
で
、
生
涯
掌

習
推
進
体
制
づ
く
り
を
進
め
ま
す
ゆ

内装工事が行われる松中

　
生
涯
学
習
の
各
種
教
蜜

　
親
子
懲
然
教
室
や
歴
史
教
室
、
生

花
教
室
、
商
齢
者
教
蜜
な
ど
を
闘
設

し
ま
す
。

　
各
種
大
会
・
ス
ボ
ー
ツ

　
町
戻
体
蕎
大
会
や
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

大
会
の
ス
ポ
茎
ツ
行
事
の
ほ
か
、
警

能
祭
や
美
術
展
な
ど
も
開
催
し
ま
す
。

下
水
道
事
業

　
今
年
度
の
下
水
道
事
業
は
、
湯
本

温
泉
街
を
中
心
に
行
わ
れ
ま
す
。

　
四
月
二
十
臼
に
入
札
が
行
わ
れ
、

㈱
扇
橋
総
、
㈱
大
海
緯
の
二
祇
に
よ

っ
て
温
泉
街
の
配
管
工
事
が
施
工
さ

れ
ま
す
。

　
工
事
薩
問
は
、
温
泉
源
泉
か
ら
駐

箪
場
ま
で
と
な
っ
て
お
り
、
水
道
醜

管
や
温
象
灘
管
も
併
せ
て
伏
せ
替
え

工
事
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
工
事
朗
間
は
、
照
月
二
十
臼
か
ら

十
月
工
十
一
霞
ま
で
で
こ
の
間
、
温

泉
街
で
交
通
規
綱
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
温
泉
セ
ン
タ
茎
な
ど
．
こ
利
規
の
場

合
、
温
泉
駐
車
場
に
毒
を
駐
車
い
た

だ
く
な
ど
ご
理
解
と
．
こ
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。
交
通
規
舗
の
内
容

は
、
後
臼
連
絡
い
た
し
ま
す
。

　
な
お
、
今
年
度
中
に
は
、
温
泉
駐

棄
場
か
ら
湯
由
集
落
に
両
け
て
配
管

工
事
が
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。
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実
施
し
ま
す
。

　
先
月
号
で
町
の
予
算
に
つ
い
て
詳
し
く
お
伝
え
し
ま
し

た
が
、
今
回
は
主
な
事
業
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

事
業
の
推
進
に
あ
た
り
ま
し
て
は
、
町
畏
の
皆
さ
ん
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

健
康
と
福
祉

健
康
で
安
ら
ぎ
の
あ
る

　
　
　
　
　
ま
ち
づ
く
鱗

　
裡
宅
編
祉
サ
ー
ビ
ス
の
積
極
的
な

推
進
と
整
備
を
行
い
ま
す
。

　
デ
イ
サ
舞
ビ
ス
事
業

　
機
能
酬
練
、
入
浴
サ
…
ビ
ス
、
給

食
サ
；
ビ
ス
な
ど
行
い
ま
す
。

　
事
業
は
、
老
人
ホ
ー
ム
「
不
彰
翻
」

に
委
託
し
ま
す
。

　
ホ
雍
ム
ヘ
ル
プ
サ
韮
ビ
ス
箏
業

　
寝
た
き
り
や
一
人
暮
ら
し
老
入
な

ど
の
世
帯
へ
轟
陶
き
、
家
事
や
介
護

へ
の
手
助
け
を
行
い
ま
す
。

　
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
事
業

　
罵
婚
葬
祭
や
農
繁
期
な
ど
に
、
寝

た
き
り
の
お
年
寄
り
を
短
期
間
老
人

ホ
ー
ム
ヘ
入
所
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。　

β
常
生
活
用
贔
の
給
付

　
お
年
寄
り
の
鷺
常
隻
活
に
必
要
な

ベ
ッ
ド
・
車
椅
子
な
ど
の
給
付
や
貸

出
し
を
行
い
ま
す
。

　
各
種
検
診

　
総
合
検
診
（
基
本
検
診
・
霧
ガ
ン

検
診
な
ど
五
項
目
）
の
ほ
か
幼
児
検

診
、
乳
幼
兇
磁
科
検
診
を
行
い
ま
す
。

　
各
種
衛
生
講
座

　
健
康
と
体
力
づ
く
り
そ
し
て
、
元

気
で
長
生
き
し
て
い
た
だ
く
た
め
の

事
業
と
し
て
冬
鰯
講
座
や
糖
尿
病
予

防
講
座
、
い
こ
い
の
場
な
ど
欄
催
し

フラワーづい二いの場でのぺ

ま
す
。

　
健
康
相
談
・
訪
問
指
導

　
健
康
診
断
な
ど
の
傭
報
を
も
と
に
、

健
康
管
理
の
た
め
の
生
活
習
慣
改
善

な
ど
の
指
導
や
相
談
を
行
い
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
と
産
業

　
上
水
道
施
設
の
整
備

　
上
水
道
は
、
　
－
湯
塞
簡
易
水
道
蝋

「
爾
浦
照
簡
易
水
道
」
　
「
田
麦
立
給

水
施
設
」
で
整
備
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
地
域
防
雪
体
翻
の
整
備

　
冬
期
間
の
無
雲
駐
毒
場
や
除
雪
機

械
を
整
備
し
ま
す
。

　
町
営
住
宅
建
築
罵
地
造
成

　
平
成
七
年
度
に
建
設
予
定
の
町
営

像
箔
の
敷
地
を
整
備
し
ま
す
。

　
克
雪
住
宅
の
普
及

　
克
雪
往
宅
の
普
及
を
図
る
た
め
、

克
雪
住
宅
を
新
築
・
増
改
纂
さ
れ
る

方
に
対
し
、
克
雪
に
係
る
工
事
費
の

一
部
を
補
助
し
ま
す
。

　
今
年
度
は
、
十
件
を
予
定
。

　
合
併
処
理
浄
化
稽
の
整
備
補
勘

　
禽
併
処
理
浄
化
槽
の
普
及
の
推
進

を
図
る
た
め
、
設
置
を
希
望
す
る
方

に
紺
し
、
整
備
の
た
め
の
工
纂
費
を

補
助
し
ま
す
。

　
ム
フ
年
度
は
、
六
基
を
予
定
。

　
集
塵
箱
設
置
へ
の
補
動

　
集
落
で
藁
塵
箱
を
設
置
す
る
場
倉
、

そ
の
経
費
の
三
分
の
一
を
補
助
し
ま

す
。

　
ま
ち
づ
く
鯵
の
推
進

　
町
内
の
二
牽
歳
～
灘
幸
歳
代
の
構

成
メ
ン
バ
｝
で
「
ま
ち
づ
く
り
検
討

蚕
巌
会
し
を
設
置
。
町
づ
く
り
に
つ

い
て
検
討
会
を
購
催
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
泌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
造

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
完

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
住

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
営

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
驚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
わ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
採

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
伐

　
道
路
新
設
改
良

　
鱒
内
の
四
カ
所
で
道
路
の
舗
養
工

事
を
行
い
ま
す
、

　
　
難

繍
灘
麟

　
　
・
鞭

鞠
．
．
懸

蟻
．
鞭

雛
灘

・
水
梨
黒
禽
線

謹

・
蟹
鑓
牛
ケ
轟
線

・
東
川
藤
倉
、
天
水
越
線

・
申
尾
外
鬼
線

　
ま
た
、
亀
石
線
林
道
で
も
七
〇
〇

膿
の
舗
装
工
事
が
行
わ
れ
ま
す
。

特
殊
改
良

　
町
内
の
三
力
漸
で
道
踏
の
改
良
工

事
を
行
い
ま
す
。

・
湯
山
兎
鷺
線
（
湯
瞭
）
｝
○
O
m

・
松
代
松
之
山
線
（
兎
擬
地
内
）
二

　
照
O
m

・
湯
由
北
線
（
不
老
簡
繭
）
二
〇
〇

　
m

　
雪
上
車
購
入

　
冬
獺
聞
、
藥
落
内
の
雪
道
を
確
保

す
る
た
め
蟹
上
車
一
台
購
入
し
ま
す
。

燃
　
　
輔

　
　
　
　
　
　
駐

　
　
　
　
　
　
欝

　
　
　
　
　
　
無

二
〇
〇
m

　
二
｝
照
m

　
　
　
一
八
O
m

二
〇
〇
碧a

改良が行われる湯出北線

　
地
方
産
桑
の
青
成

　
商
工
業
振
興
対
策
と
し
て
、
地
方

産
業
膏
成
資
金
の
貸
し
付
け
を
行
い

ま
す
。

　
出
材
資
源
活
窮
の
促
進

　
生
産
撫
工
施
設
の
建
設
、
轡
刈
り

稲
乾
燥
機
、
ゼ
ン
マ
イ
趨
動
乾
燥
機

を
購
入
す
る
た
め
の
補
助
事
業
を
行

い
ま
す
。
　
（
爾
之
蔚
・
松
口
）

　
山
村
農
業
の
活
性
化

　
脳
な
ら
し
、
農
遵
整
備
、
大
型
農

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
翻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
b

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
濁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
区

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
間

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
光

業
機
械
購
入
な
ど
の
た
め
の
補
助
事

業
を
行
い
ま
す
。

　
（
光
間
・
川
手
、
上
布
絹
地
区
）

　
農
業
摂
い
手
公
敏
の
設
立

　
三
、
○
○
○
万
円
の
基
金
で
公
祇

を
設
立
し
、
掲
い
手
と
な
る
後
継
春

を
欝
成
し
ま
す
。

　
農
道
の
整
備

　
顯
麦
立
地
護
で
舗
装
六
八
九
m
、
天

水
鳥
地
区
で
改
良
｝
“
瓢
九
m
、
舗
装
二
七

九
m
及
ぴ
橋
梁
ヱ
一
式
を
行
い
ま
す
。

教
育
の
振
興

豊
か
な
人
間
牲
を
は
ぐ
く
む

大
規
模
改
造
事
業

　
義
務
教
鷺
施
設
の
驚
備
と
し
て
、

松
之
山
中
学
校
の
大
規
模
改
造
事
業

が
行
わ
れ
ま
す
。

　
内
容
は
、
内
装
・
酎
管
・
電
気
。

照
明
そ
し
て
放
送
設
備
な
ど
で
す
ロ

　
い
き
い
き
ス
ク
垂
ル

　
心
蟹
か
で
躍
動
感
に
あ
ふ
れ
る
兜

童
・
生
徒
を
蕎
て
る
た
め
松
之
山
中
、

松
婁
小
、
浦
懸
小
で
昨
年
「
い
き
い

き
ス
ク
｝
ル
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
今
奪
は
、
松
之
山
小
が
新
た
に
実

施
し
ま
す
。
「
い
き
い
き
ス
ク
｝
ル
し

で
は
、
老
人
ホ
ー
ム
の
訪
問
や
体
験

掌
轡
な
ど
の
取
り
継
み
が
行
わ
れ
ま

す
。

　
生
涯
学
習
推
進
体
翻

　
A
フ
年
度
か
ら
三
年
間
で
、
生
涯
掌

習
推
進
体
制
づ
く
り
を
進
め
ま
す
ゆ

内装工事が行われる松中

　
生
涯
学
習
の
各
種
教
蜜

　
親
子
懲
然
教
室
や
歴
史
教
室
、
生

花
教
室
、
商
齢
者
教
蜜
な
ど
を
闘
設

し
ま
す
。

　
各
種
大
会
・
ス
ボ
ー
ツ

　
町
戻
体
蕎
大
会
や
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

大
会
の
ス
ポ
茎
ツ
行
事
の
ほ
か
、
警

能
祭
や
美
術
展
な
ど
も
開
催
し
ま
す
。

下
水
道
事
業

　
今
年
度
の
下
水
道
事
業
は
、
湯
本

温
泉
街
を
中
心
に
行
わ
れ
ま
す
。

　
四
月
二
十
臼
に
入
札
が
行
わ
れ
、

㈱
扇
橋
総
、
㈱
大
海
緯
の
二
祇
に
よ

っ
て
温
泉
街
の
配
管
工
事
が
施
工
さ

れ
ま
す
。

　
工
事
薩
問
は
、
温
泉
源
泉
か
ら
駐

箪
場
ま
で
と
な
っ
て
お
り
、
水
道
醜

管
や
温
象
灘
管
も
併
せ
て
伏
せ
替
え

工
事
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
工
事
朗
間
は
、
照
月
二
十
臼
か
ら

十
月
工
十
一
霞
ま
で
で
こ
の
間
、
温

泉
街
で
交
通
規
綱
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
温
泉
セ
ン
タ
茎
な
ど
．
こ
利
規
の
場

合
、
温
泉
駐
車
場
に
毒
を
駐
車
い
た

だ
く
な
ど
ご
理
解
と
．
こ
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。
交
通
規
舗
の
内
容

は
、
後
臼
連
絡
い
た
し
ま
す
。

　
な
お
、
今
年
度
中
に
は
、
温
泉
駐

棄
場
か
ら
湯
由
集
落
に
両
け
て
配
管

工
事
が
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。
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残
雪
と
新
緑
の
中
で
心
新
た
に
2
0
歳
の
門
出

52

人
晴
れ
て
大
人
の
仲
間
入
り

　
汽
月
’
、
鷺
（
火
）
懇
滅
記
念
β
の
祭

磁
、
大
厳
寺
隔
原
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
煽

蒙
館
で
平
成
六
年
慶
松
之
矯
購
成
人

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
午
鹸
九
蒋
か
ら
町
毘
体
奮
館
で
受

付
が
始
ま
る
と
、
久
し
ぶ
り
の
再
食

に
話
し
も
弾
ん
で
い
ま
し
た
胤

　
今
年
度
の
対
象
餐
は
瀧
八
入
で
、

こ
の
鰻
は
鴛
．
人
が
式
典
紀
出
籍
し

ま
し
た
。

　
受
付
が
終
る
と
バ
ス
外
、
式
曲
煎
瓢
場

へ
移
動
し
、
ま
だ
残
る
輿
い
霊
と
よ

う
や
く
芽
吹
き
始
め
た
新
緑
の
中
で

「
記
念
撮
汐
が
行
わ
れ
ま
し
た
．

　
今
麹
の
成
人
式
で
は
、
企
癬
・
運

営
範
紙
成
人
蕎
も
滲
撫
し
、
例
年
と

は
一
糠
違
っ
輯
雰
麟
餓
の
中
で
式
が本山教費長の告辞

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
隼
繭
十
時
三
十
分
紅
式
典
が
始
ま

る
と
、
地
元
に
残
っ
ぐ
規
い
る
薪
成
人

滝
沢
彰
宏
さ
ん
が
「
地
充
に
残
っ
た

仲
間
で
作
っ
た
成
人
式
で
す
。
今
環

は
思
い
出
に
残
る
一
沼
紅
し
ザ
、
く
だ

さ
い
一
と
踊
式
を
臨
ユ
げ
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
、
本
山
教
欝
長
が
「
町

外
に
出
て
い
て
も
、
松
之
山
を
い
っ

ま
で
も
思
い
、
ま
た
出
来
る
だ
け
帰

っ
て
来
て
松
之
撫
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
と

し
て
頑
張
っ
て
ほ
し
い
。

　
そ
し
て
、
こ
れ
か
ら
は
樫
創
造
力

を
養
う
心
・
社
会
の
た
め
続
役
立
と

う
と
す
る
心
。
感
動
を
覚
え
る
心
帳

を
持
っ
て
人
挑
を
送
っ
て
ほ
し
い
。
」

と
新
成
人
沓
を
激
励
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
来
．
賞
と
し
て
出
朧
し
た
禰

原
公
難
郷
教
膏
婁
員
長
と
村
撫
｝
司

購
濤
脅
懸
長
か
ら
も
新
成
人
へ
の
潟

祝
の
誘
葉
が
あ
り
ま
し
た
．

　
こ
れ
を
受
け
て
凝
成
人
を
代
裏
し
、

高
沢
雄
基
さ
ん
が
「
そ
れ
ぞ
れ
の
遵

を
一
歩
一
歩
あ
ゆ
み
輪
め
て
い
ま
す

が
、
ま
だ
不
安
な
と
こ
ろ
が
た
く
さ

桜
の
木
3
0
本
が
植
樹
さ
れ
た

新成人によって闘式の魏シヤンパンで乾杯！

ん
あ
り
ま
す
．
A
鷺
」
こ
に
集
っ
た

仲
閥
た
ち
と
励
ま
し
舎
い
、
こ
れ
か

ら
の
さ
ま
ざ
ま
な
試
錬
に
立
要
陶
っ

て
行
き
ま
す
。

““箕

　…

小林先生の講演

心に置きたい喬葉
ザ
…

出岸正広さん

（新霞・天上原）

住勝新潟霧

、
轟
霧

鰯
灘
人

　
　
　
　
成

　
　
　
　
る講演に聞き入

　
初
心
を
忘
れ
為
こ
と
な
く
、
し
っ

か
り
と
自
分
た
ち
の
道
を
歩
い
て
行

き
ま
す
凶
と
新
成
人
と
し
て
の
力
強

い
誓
い
の
露
葉
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　
式
典
が
終
る
と
全
繰
噛
し
シ
ャ
恥
・
㌔
ハ

ン
で
乾
杯
し
、
二
十
歳
の
門
出
を
祝

い
ま
し
た
。

　
式
の
簸
後
は
、
新
成
人
の
中
掌
校

時
代
の
恩
舗
で
あ
る
大
島
杓
立
大
騒

中
学
校
教
諭
の
小
林
直
樹
先
生
に
よ

る
弩
は
た
ち
・
こ
れ
か
ら
ど
う
生
蓉

浄
と
題
す
る
記
念
講
演
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

成
人
の
皆
さ
ん
カ
ら
の

　
專
門
学
校
を
卒
業
す
る
蒔
、
欝
じ

ク
ラ
ス
の
二
牽
二
歳
の
先
輩
が
ク
ラ

ス
の
み
ん
な
ほ
い
い
ま
し
た
。

「
社
会
に
出
る
と
必
ず
驚
し
い
こ
と

が
訪
れ
る
。
で
も
落
ち
蕩
い
て
蕃
し

い
こ
と
と
闘
っ
て
み
ろ
．
そ
の
灘
い

か
ら
逃
げ
出
さ
な
か
っ
た
ら
必
ず
畏

い
結
果
を
簿
る
こ
と
が
で
き
る
ゆ

二
十
歳
を
迎
え
る
に
あ
た
っ
て
一
番

心
に
置
い
て
お
き
た
い
欝
葉
で
す
。
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闘
い
た
こ
と
の
あ
る
書
葉
で
し
た
が
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ま
た
、
麟
臼
五
月
二
賛
に
は
地
元

新
成
人
の
手
に
よ
っ
て
、
松
之
歳
招

魂
社
に
桜
の
藷
塞
が
三
十
本
記
念
穂

樹
さ
れ
ま
し
た
。
五
～
六
難
後
に
は

き
れ
い
な
花
を
咲
か
せ
て
く
れ
る
こ

と
と
思
い
ま
す
。

　
二
十
歳
に
な
ら
れ
た
皆
爵
ん
、
ご

成
人
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
は
、
聴
代
を
撫
う
㎜
｝
人
と

し
て
ご
活
躍
愚
れ
る
こ
と
を
期
待
し

て
い
ま
す
。

新成入となって

佐藤美穂さん

（炎水越・蒲雷屋）

住漸東窟都

職業学生

　
成
人
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
社
会
か

ら
自
分
へ
両
け
ら
れ
る
目
は
、
か
な

り
厳
し
㌧
も
の
に
変
わ
る
と
思
い
ま

す
。　

周
翻
の
人
に
迷
惑
を
か
け
る
よ
う

な
こ
と
だ
け
は
し
な
い
よ
う
に
、
そ

し
て
彪
分
な
り
に
納
得
で
き
る
よ
う

続
生
活
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

成入式を迎えて

…

高沢雄基さん

（湯撫・撫城）

住漸松之由町

職業地方公務員
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い
も
の
で
、
今
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は
二
十
歳
紅

な
り
ま
す
。
も
う
成
人
式
を
迎
え
て

も
い
い
の
だ
ろ
う
か
と
思
っ
て
し
塞

う
、
今
欝
こ
の
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で
す
。

　
成
人
鉦
な
る
と
い
う
事
は
、
ど
う
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う
事
な
の
で
し
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う
か
？
　
購
内

の
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
良
い
ア
ド
バ
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ス

を
私
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お
聞
か
せ
く
だ
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い
。
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だ
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だ
、
ご
迷
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を
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す
。
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縮
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残
雪
と
新
緑
の
中
で
心
新
た
に
2
0
歳
の
門
出

52

人
晴
れ
て
大
人
の
仲
間
入
り

　
汽
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’
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（
火
）
懇
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記
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β
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祭

磁
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厳
寺
隔
原
レ
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ト
ハ
ウ
ス
煽

蒙
館
で
平
成
六
年
慶
松
之
矯
購
成
人

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
午
鹸
九
蒋
か
ら
町
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体
奮
館
で
受

付
が
始
ま
る
と
、
久
し
ぶ
り
の
再
食

に
話
し
も
弾
ん
で
い
ま
し
た
胤

　
今
年
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の
対
象
餐
は
瀧
八
入
で
、

こ
の
鰻
は
鴛
．
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が
式
典
紀
出
籍
し

ま
し
た
。

　
受
付
が
終
る
と
バ
ス
外
、
式
曲
煎
瓢
場

へ
移
動
し
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ま
だ
残
る
輿
い
霊
と
よ

う
や
く
芽
吹
き
始
め
た
新
緑
の
中
で

「
記
念
撮
汐
が
行
わ
れ
ま
し
た
．

　
今
麹
の
成
人
式
で
は
、
企
癬
・
運

営
範
紙
成
人
蕎
も
滲
撫
し
、
例
年
と

は
一
糠
違
っ
輯
雰
麟
餓
の
中
で
式
が本山教費長の告辞

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
隼
繭
十
時
三
十
分
紅
式
典
が
始
ま

る
と
、
地
元
に
残
っ
ぐ
規
い
る
薪
成
人

滝
沢
彰
宏
さ
ん
が
「
地
充
に
残
っ
た

仲
間
で
作
っ
た
成
人
式
で
す
。
今
環

は
思
い
出
に
残
る
一
沼
紅
し
ザ
、
く
だ

さ
い
一
と
踊
式
を
臨
ユ
げ
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
、
本
山
教
欝
長
が
「
町

外
に
出
て
い
て
も
、
松
之
山
を
い
っ

ま
で
も
思
い
、
ま
た
出
来
る
だ
け
帰

っ
て
来
て
松
之
撫
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
と

し
て
頑
張
っ
て
ほ
し
い
。

　
そ
し
て
、
こ
れ
か
ら
は
樫
創
造
力

を
養
う
心
・
社
会
の
た
め
続
役
立
と

う
と
す
る
心
。
感
動
を
覚
え
る
心
帳

を
持
っ
て
人
挑
を
送
っ
て
ほ
し
い
。
」

と
新
成
人
沓
を
激
励
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
来
．
賞
と
し
て
出
朧
し
た
禰

原
公
難
郷
教
膏
婁
員
長
と
村
撫
｝
司

購
濤
脅
懸
長
か
ら
も
新
成
人
へ
の
潟

祝
の
誘
葉
が
あ
り
ま
し
た
．

　
こ
れ
を
受
け
て
凝
成
人
を
代
裏
し
、

高
沢
雄
基
さ
ん
が
「
そ
れ
ぞ
れ
の
遵

を
一
歩
一
歩
あ
ゆ
み
輪
め
て
い
ま
す

が
、
ま
だ
不
安
な
と
こ
ろ
が
た
く
さ

桜
の
木
3
0
本
が
植
樹
さ
れ
た

新成人によって闘式の魏シヤンパンで乾杯！

ん
あ
り
ま
す
．
A
鷺
」
こ
に
集
っ
た

仲
閥
た
ち
と
励
ま
し
舎
い
、
こ
れ
か

ら
の
さ
ま
ざ
ま
な
試
錬
に
立
要
陶
っ

て
行
き
ま
す
。

““箕
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ザ
…
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、
轟
霧
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灘
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成
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。
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。

　
式
の
簸
後
は
、
新
成
人
の
中
掌
校

時
代
の
恩
舗
で
あ
る
大
島
杓
立
大
騒

中
学
校
教
諭
の
小
林
直
樹
先
生
に
よ

る
弩
は
た
ち
・
こ
れ
か
ら
ど
う
生
蓉
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。
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の
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の
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が
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の
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た
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出
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と
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る
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活
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る
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（炎水越・蒲雷屋）

住漸東窟都

職業学生

　
成
人
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
社
会
か

ら
自
分
へ
両
け
ら
れ
る
目
は
、
か
な

り
厳
し
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も
の
に
変
わ
る
と
思
い
ま

す
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の
人
に
迷
惑
を
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け
る
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う

な
こ
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て
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よ
う
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生
活
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て
い
か
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ば
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ら
な

い
と
思
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て
い
ま
す
。

成入式を迎えて

…

高沢雄基さん

（湯撫・撫城）

住漸松之由町

職業地方公務員
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も
の
で
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今
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は
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り
ま
す
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う
成
人
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も
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司國司コ『司
広
域
市
町
村
圏
が
十
日
町
圏
に
！

　
薮
町
は
、
こ
れ
ま
で
撫
入
し
て
き

た
上
越
地
域
広
域
市
購
栂
を
脱
退
し
、

囎
月
」
鼠
か
ら
十
β
町
地
域
広
域
圏

に
編
入
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
十
臼
町
圏
へ
の
編
入
は
、

交
通
体
系
の
変
化
や
生
潜
圏
の
変
化

に
対
応
す
る
た
め
で
、
藥
が
進
め
ザ
、

き
た
広
域
圏
の
見
直
し
に
締
い
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
広
域
斎
購
村
圏
と
は
、
住
昆
の
盗

活
や
行
動
が
帯
購
村
を
超
え
広
が
っ

て
き
た
こ
と
で
、
一
箏
町
村
の
中
だ

け
で
は
建
罠
へ
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
が

十
分
に
行
え
な
く
な
っ
て
き
た
こ
と

か
ら
、
國
が
昭
和
囎
十
鰯
年
に
広
域

的
な
行
政
需
要
に
鱈
慮
す
る
た
め
、
広

域
声
町
村
圏
」
を
設
立
し
た
も
の
で

す
。

　
当
町
は
、
昭
和
縢
十
五
葎
に
蔑
韻
・

薩
江
津
（
環
上
越
）
広
域
圏
に
癩
入

し
ま
し
た
。

　
上
越
広
域
圏
で
は
、
整
備
謙
薩
の

中
で
広
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
や

遵
踏
交
通
綱
の
整
備
、
り
…
ジ
ョ
ン

プ
ラ
ザ
の
建
設
な
ど
圏
域
0り
発
展
の

た
め
の
役
割
を
果
し
て
き
ま
し
た
。

　
濠
町
に
お
い
て
は
、
広
域
圏
を
単

位
と
す
る
公
共
施
設
の
整
備
と
し
て

平
成
二
．
隼
度
に
「
松
之
山
潟
泉
セ
ン

タ
…
し
、
平
成
三
鶴
痩
に
は
門
下
布

川
地
区
コ
ミ
諾
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
…
偏

が
そ
れ
ぞ
れ
建
設
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
懸
の
晃
藏
し
で
、
当
購
と
松
代

町
が
上
越
圏
か
ら
十
懸
購
圏
へ
編
入

さ
れ
、
新
十
総
町
圏
は
十
照
町
市
・

韻
濾
町
・
津
南
町
・
中
塁
村
・
松
代

購
そ
し
て
当
購
の
六
市
町
村
で
構
成

す
る
こ
と
鑓
な
り
ま
し
た
。

　
今
後
、
新
十
沼
鰐
圏
で
は
十
臼
購

帯
を
中
心
に
広
域
的
な
施
設
整
備
、

産
業
・
文
化
な
ど
の
振
興
を
図
っ
て

ゆ
く
こ
と
鑓
な
り
ま
す
が
、
今
葎
度

中
に
催
罠
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
広
く
意

見
を
聞
き
な
が
ら
基
塞
謙
爾
が
作
ら

れ
る
予
建
で
す
。

」嚢鱗
平成3年に兜成した下嚇川地区
　　　コミュニティーセンター

　
広
域
帯
町
村
圏
の
変
更
の
メ
リ
ッ
　
　
　
し
た
広
域
行
政
が
推
進
で
き
る
．

ト
と
し
て
は
、
次
の
よ
う
な
こ
と
が
　
　
二
、
中
心
都
市
が
近
距
離
に
な
る
た

上
げ
ら
れ
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
め
、
広
域
圏
で
整
備
す
る
施
設
が

｝
、
露
常
挑
活
漁
欄
が
身
近
な
帯
町
村
　
　
　
利
用
し
ゃ
す
く
な
る
．

　
の
広
域
圏
と
な
っ
た
た
め
、
密
着

お
年
寄
に
か
無
料
”
入
湯
証
！

　
こ
の
鰯
月
、
町
内
の
七
十
歳
以
上

の
お
葎
寄
全
轟
に
温
泉
セ
ン
タ
峯
「
鷹

の
湯
』
と
兎
鐵
露
天
風
髭
「
翠
の
湯
し

が
無
料
で
利
絹
で
き
る
入
湯
証
を
交

付
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
も
お
年
寄
の
方
は
、
潟

泉
セ
ン
タ
…
を
無
料
で
利
粥
で
き
ま

し
た
が
そ
の
場
合
、
醐
保
の
保
険
証

や
老
人
保
健
証
を
セ
ン
タ
ー
の
窓
嶽

へ
鑑
承
し
て
い
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
こ
の
冬
の
冬
期
講
座
の

腐
で
お
年
寄
の
皆
さ
ん
か
ら
，
「
魍
保

の
保
険
証
や
暑
人
保
健
証
が
汚
れ
た

り
紛
失
し
た
り
す
る
こ
と
も
あ
る
の

で
、
そ
れ
に
代
わ
る
も
の
を
弩
え
て

ほ
し
い
ρ
と
の
要
望
が
出
さ
れ
濠
し

た
。

　
そ
こ
で
今
回
、
防
水
ケ
ー
ス
に
入

っ
た
名
刺
大
の
大
き
さ
の
「
入
湯
誠
し

を
作
り
配
布
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
こ
の
無
料
入
湯
証
は
七
十

歳
に
な
っ
た
そ
の
月
紅
役
場
の
窓
撒

で
交
付
し
ま
す
。

　
ま
た
、
万
“
“
に
も
紛
失
し
た
場
合

は
再
心
父
付
し
蜜
す
。

O
闘
い
禽
わ
せ
先

　
役
場
穗
罠
豫
禰
祉
係
（
費
六
…
三

　
｝
三
一
内
線
五
穴
）

　
　
き
　
、
　
．
、
，
垂
謹
鞍
“
、

　
　
　
　
　
　
　
　
季
｛
、
　

　
　
滋
婁
翫
誓

　
一　
寧
　
一

　
ゑ
・
殿
㎜

謬
、
胤

ρ縣隼鰯勲
験烈、、轡』花

甥噸慈．．イ

　　　発行松之1

総
代
会
開
催

　
懸
月
十
九
段
、
新
爺
度
に
入
っ
て

初
め
て
の
集
落
総
代
会
が
役
場
議
場

で
翻
催
さ
れ
ま
し
た
。

会
議
に
先
立
ち
、
一
葎
問
町
行
政

事
務
を
お
願
い
す
る
に
あ
た
り
、
全

曇
に
婁
嘱
状
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
．

　
ま
た
、
松
之
山
駐
往
所
窟
所
巡
奮

部
長
か
ら
新
し
く
替
わ
ら
れ
た
湯
本

関
漂
巡
奮
長
の
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。

　
会
議
で
は
、
、
役
場
各
諜
か
ら
選
挙

や
克
聾
縫
竃
普
及
事
業
、
水
懸
営
農

活
性
化
対
策
事
業
に
つ
い
て
の
鋭
明

が
行
わ
れ
、
ま
た
祇
会
橿
祉
協
議
会

評
議
蝿
会
や
薦
校
後
援
会
の
説
賜
と

盛
り
沢
山
の
内
容
と
な
り
ま
し
た
．

　
こ
の
岬
葎
間
、
総
代
さ
ん
に
は
忙

し
い
年
と
な
り
そ
う
で
す
が
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

可閾司コη『
”
入
込
客
数
”
昨
シ
ー
ズ
ン
を
上
回
る
！

　
松
之
山
湯
泉
ス
キ
…
場
は
、
今
シ

ー
ズ
ン
の
営
業
を
縢
月
黛
灘
で
終
了

し
ま
し
た
。

　
㎜
蟹
月
六
霞
七
鷺
、
　
ス
キ
ー
シ
ー
ズ

ン
の
大
役
を
終
え
た
リ
フ
ト
（
搬
雛
）

が
従
業
蝿
の
手
に
よ
っ
て
｝
台
…
台

取
り
外
藝
れ
、
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
の
中

に
収
め
ら
れ
ま
し
た
戯
リ
フ
ト
や
狂

霧
車
は
、
来
シ
ー
ズ
ン
ま
で
静
か
に

眠
り
範
つ
き
ま
し
た
．

　
今
シ
ー
ズ
ン
の
温
泉
ス
キ
ー
場
の

入
込
客
数
は
、
五
五
、
六
五
八
名
外
、

昨
シ
…
ズ
ン
と
比
べ
て
二
・
照
％
増

加
し
ま
し
た
．

　
県
内
の
ス
キ
ー
場
の
中
に
は
、
不

溌
の
あ
お
り
で
入
込
客
が
大
帳
に
減

　
　
　
．
、
鰯
譲

　
　
　
　
　
　
　
　
㍗
．
嘉
翠

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
裁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
羨
磯

　
　
　
　
　
　
　
　
撫
鷺
錨

少
し
た
と
こ
ろ
も
あ
っ
た
よ
う
で
す

が
、
当
温
泉
ス
キ
ー
場
は
瀾
叢
以
来
、

簿
年
利
爾
煮
が
増
え
て
い
ま
す
。

　
そ
の
理
磁
と
し
て
は
、
少
規
模
な

ス
キ
ー
場
で
あ
る
が
霞
定
客
が
い
る

こ
と
や
従
業
蝿
・
ホ
テ
ル
・
旅
館
な

ど
総
合
的
に
評
髄
が
上
が
っ
て
き
て

い
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
．

　
し
か
し
、
諜
題
も
あ
り
今
後
は
、

ス
キ
ー
場
の
ゲ
レ
ン
デ
整
備
∵
拡
大

な
ど
と
併
せ
て
、
さ
ら
に
ス
キ
ー
ヤ

　
　
高
原
の
主
役
、

穿
再
生
々
ば
ー
ど
が
ー
で
ん

　
大
厳
響
嵩
療
の
福
泊
施
設
蝿
ば
ー

ど
が
ー
で
ん
軸
が
、
閥
月
二
十
九
β

　
療
再
鑑
”
オ
ー
プ
ン
し
濠
し
た
。

　
昨
奪
…
シ
｝
ズ
ン
休
館
し
て
い
窪

し
た
が
、
新
た
な
襲
い
で
オ
ー
プ
ン

し
ま
し
た
。

　
今
年
か
ら
町
観
光
協
会
が
婁
託
を

受
け
、
浦
照
地
区
の
母
さ
ん
方
が
そ

の
運
営
に
あ
た
り
豪
す
。

　
簿
生
の
目
玉
は
、
母
さ
ん
方
の
手

づ
く
り
の
”
重
箱
料
還
”
と
”
薬
湯
．

花
湯
・
慮
菜
湯
”
の
お
風
鼠
で
す
．

　
新
し
い
味
と
新
し
い
襲
い
の
彌
ば

　
ー
ど
が
ー
で
ん
臨
は
、
跡
瀬
性
化
に

ー
に
と
っ
て
魅
力
の
あ
る
そ
し
て
、

町
活
牲
化
に
つ
な
が
る
よ
う
行
政
と

町
艮
が
皿
体
と
な
っ
て
ス
キ
ー
場
づ

く
り
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
望
ま
れ

ま
す
．

相
次
ぎ
オ
ー
プ
ン
！

◆
問
い
念
わ
せ
・
辮
し
込
み

　
　
ば
ー
ど
が
ー
で
ん

　
　
　
　
　
費
六
…
三
〇
五
五

新
顔

　
コ
テ
峯
ジ
も
オ
ー
プ
ン

　
昨
無
の
牽
一
月
、
大
厳
寺
蔦
漂
に

究
成
し
た
コ
テ
妻
ジ
（
宿
泊
施
設
）

が
餌
月
二
牽
九
露
に
オ
ー
プ
ン
し
ま

し
た
。

　
こ
の
施
設
は
、
昨
年
度
グ
レ
ー
ド

ア
ッ
プ
事
業
と
し
て
建
て
ら
れ
た
も

の
で
、
今
館
の
大
厳
寺
轟
原
の
新
し

い
顔
と
し
て
人
餓
を
呼
び
そ
う
で
す
。

　
コ
テ
ー
ジ
は
一
棟
で
す
が
、
大
人

六
名
ま
で
使
罵
で
き
ま
す
。

　
ま
“
た
、
施
設
に
は
貸
布
繊
、
シ
ャ

ワ
ー
、
ト
イ
レ
そ
し
て
簡
易
の
台
所

も
付
い
て
お
り
、
仲
間
で
料
理
を
作

っ
て
楽
し
む
こ
と
も
で
き
謹
す
．

　
気
の
合
っ
た
仲
闘
や
ご
療
族
で
利

薦
し
て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。

◆
使
罵
料
金
　
副
棟
八
、
○
○
○
円

◆
問
い
禽
わ
せ
・
晦
し
込
み

　
　
大
厳
寺
嘉
療
管
理
棟

　
　
　
　
　
厭
六
…
二
九
九
麟

養

陶
け
い
ま
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

◆
宿
泊
料
余
㎜
　
六
、
○
○
○
円

　
〈
燈
食
も
い
た
し
ま
す
。
〉

＿＿＿＿－＿＿＿＿＿瓢簾、一一．一一一・一一一一〃“一一『｛噺’勒｝軸｛珊｝｝㎜r

「愛の献血」

ご協力あ馨，がどうこ：“ざいました

　4月5霞、役場で献血が行われ

塞した。

　当日、会場には98名が訪れ、献

搬のご協力を恥ただきましたo．＿

ザ
～
｝
■
髪
［
§
…
雪
…
豊
、
奮
ー
善
｝
モ
ミ
｝

次回の献血は

玉◎月24日（

　　　　　です。

6－3ま31

献斑につ糖ての闘も鰹

　松之由購役場

　住罠課　保健衛生
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司國司コ『司
広
域
市
町
村
圏
が
十
日
町
圏
に
！

　
薮
町
は
、
こ
れ
ま
で
撫
入
し
て
き

た
上
越
地
域
広
域
市
購
栂
を
脱
退
し
、

囎
月
」
鼠
か
ら
十
β
町
地
域
広
域
圏

に
編
入
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
十
臼
町
圏
へ
の
編
入
は
、

交
通
体
系
の
変
化
や
生
潜
圏
の
変
化

に
対
応
す
る
た
め
で
、
藥
が
進
め
ザ
、

き
た
広
域
圏
の
見
直
し
に
締
い
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
広
域
斎
購
村
圏
と
は
、
住
昆
の
盗

活
や
行
動
が
帯
購
村
を
超
え
広
が
っ

て
き
た
こ
と
で
、
一
箏
町
村
の
中
だ

け
で
は
建
罠
へ
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
が

十
分
に
行
え
な
く
な
っ
て
き
た
こ
と

か
ら
、
國
が
昭
和
囎
十
鰯
年
に
広
域

的
な
行
政
需
要
に
鱈
慮
す
る
た
め
、
広

域
声
町
村
圏
」
を
設
立
し
た
も
の
で

す
。

　
当
町
は
、
昭
和
縢
十
五
葎
に
蔑
韻
・

薩
江
津
（
環
上
越
）
広
域
圏
に
癩
入

し
ま
し
た
。

　
上
越
広
域
圏
で
は
、
整
備
謙
薩
の

中
で
広
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
や

遵
踏
交
通
綱
の
整
備
、
り
…
ジ
ョ
ン

プ
ラ
ザ
の
建
設
な
ど
圏
域
0り
発
展
の

た
め
の
役
割
を
果
し
て
き
ま
し
た
。

　
濠
町
に
お
い
て
は
、
広
域
圏
を
単

位
と
す
る
公
共
施
設
の
整
備
と
し
て

平
成
二
．
隼
度
に
「
松
之
山
潟
泉
セ
ン

タ
…
し
、
平
成
三
鶴
痩
に
は
門
下
布

川
地
区
コ
ミ
諾
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
…
偏

が
そ
れ
ぞ
れ
建
設
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
懸
の
晃
藏
し
で
、
当
購
と
松
代

町
が
上
越
圏
か
ら
十
懸
購
圏
へ
編
入

さ
れ
、
新
十
総
町
圏
は
十
照
町
市
・

韻
濾
町
・
津
南
町
・
中
塁
村
・
松
代

購
そ
し
て
当
購
の
六
市
町
村
で
構
成

す
る
こ
と
鑓
な
り
ま
し
た
。

　
今
後
、
新
十
沼
鰐
圏
で
は
十
臼
購

帯
を
中
心
に
広
域
的
な
施
設
整
備
、

産
業
・
文
化
な
ど
の
振
興
を
図
っ
て

ゆ
く
こ
と
鑓
な
り
ま
す
が
、
今
葎
度

中
に
催
罠
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
広
く
意

見
を
聞
き
な
が
ら
基
塞
謙
爾
が
作
ら

れ
る
予
建
で
す
。

」嚢鱗
平成3年に兜成した下嚇川地区
　　　コミュニティーセンター

　
広
域
帯
町
村
圏
の
変
更
の
メ
リ
ッ
　
　
　
し
た
広
域
行
政
が
推
進
で
き
る
．

ト
と
し
て
は
、
次
の
よ
う
な
こ
と
が
　
　
二
、
中
心
都
市
が
近
距
離
に
な
る
た

上
げ
ら
れ
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
め
、
広
域
圏
で
整
備
す
る
施
設
が

｝
、
露
常
挑
活
漁
欄
が
身
近
な
帯
町
村
　
　
　
利
用
し
ゃ
す
く
な
る
．

　
の
広
域
圏
と
な
っ
た
た
め
、
密
着

お
年
寄
に
か
無
料
”
入
湯
証
！

　
こ
の
鰯
月
、
町
内
の
七
十
歳
以
上

の
お
葎
寄
全
轟
に
温
泉
セ
ン
タ
峯
「
鷹

の
湯
』
と
兎
鐵
露
天
風
髭
「
翠
の
湯
し

が
無
料
で
利
絹
で
き
る
入
湯
証
を
交

付
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
も
お
年
寄
の
方
は
、
潟

泉
セ
ン
タ
…
を
無
料
で
利
粥
で
き
ま

し
た
が
そ
の
場
合
、
醐
保
の
保
険
証

や
老
人
保
健
証
を
セ
ン
タ
ー
の
窓
嶽

へ
鑑
承
し
て
い
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
こ
の
冬
の
冬
期
講
座
の

腐
で
お
年
寄
の
皆
さ
ん
か
ら
，
「
魍
保

の
保
険
証
や
暑
人
保
健
証
が
汚
れ
た

り
紛
失
し
た
り
す
る
こ
と
も
あ
る
の

で
、
そ
れ
に
代
わ
る
も
の
を
弩
え
て

ほ
し
い
ρ
と
の
要
望
が
出
さ
れ
濠
し

た
。

　
そ
こ
で
今
回
、
防
水
ケ
ー
ス
に
入

っ
た
名
刺
大
の
大
き
さ
の
「
入
湯
誠
し

を
作
り
配
布
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
こ
の
無
料
入
湯
証
は
七
十

歳
に
な
っ
た
そ
の
月
紅
役
場
の
窓
撒

で
交
付
し
ま
す
。

　
ま
た
、
万
“
“
に
も
紛
失
し
た
場
合

は
再
心
父
付
し
蜜
す
。

O
闘
い
禽
わ
せ
先

　
役
場
穗
罠
豫
禰
祉
係
（
費
六
…
三

　
｝
三
一
内
線
五
穴
）

　
　
き
　
、
　
．
、
，
垂
謹
鞍
“
、

　
　
　
　
　
　
　
　
季
｛
、
　

　
　
滋
婁
翫
誓

　
一　
寧
　
一

　
ゑ
・
殿
㎜

謬
、
胤

ρ縣隼鰯勲
験烈、、轡』花

甥噸慈．．イ

　　　発行松之1

総
代
会
開
催

　
懸
月
十
九
段
、
新
爺
度
に
入
っ
て

初
め
て
の
集
落
総
代
会
が
役
場
議
場

で
翻
催
さ
れ
ま
し
た
。

会
議
に
先
立
ち
、
一
葎
問
町
行
政

事
務
を
お
願
い
す
る
に
あ
た
り
、
全

曇
に
婁
嘱
状
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
．

　
ま
た
、
松
之
山
駐
往
所
窟
所
巡
奮

部
長
か
ら
新
し
く
替
わ
ら
れ
た
湯
本

関
漂
巡
奮
長
の
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。

　
会
議
で
は
、
、
役
場
各
諜
か
ら
選
挙

や
克
聾
縫
竃
普
及
事
業
、
水
懸
営
農

活
性
化
対
策
事
業
に
つ
い
て
の
鋭
明

が
行
わ
れ
、
ま
た
祇
会
橿
祉
協
議
会

評
議
蝿
会
や
薦
校
後
援
会
の
説
賜
と

盛
り
沢
山
の
内
容
と
な
り
ま
し
た
．

　
こ
の
岬
葎
間
、
総
代
さ
ん
に
は
忙

し
い
年
と
な
り
そ
う
で
す
が
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

可閾司コη『
”
入
込
客
数
”
昨
シ
ー
ズ
ン
を
上
回
る
！

　
松
之
山
湯
泉
ス
キ
…
場
は
、
今
シ

ー
ズ
ン
の
営
業
を
縢
月
黛
灘
で
終
了

し
ま
し
た
。

　
㎜
蟹
月
六
霞
七
鷺
、
　
ス
キ
ー
シ
ー
ズ

ン
の
大
役
を
終
え
た
リ
フ
ト
（
搬
雛
）

が
従
業
蝿
の
手
に
よ
っ
て
｝
台
…
台

取
り
外
藝
れ
、
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
の
中

に
収
め
ら
れ
ま
し
た
戯
リ
フ
ト
や
狂

霧
車
は
、
来
シ
ー
ズ
ン
ま
で
静
か
に

眠
り
範
つ
き
ま
し
た
．

　
今
シ
ー
ズ
ン
の
温
泉
ス
キ
ー
場
の

入
込
客
数
は
、
五
五
、
六
五
八
名
外
、

昨
シ
…
ズ
ン
と
比
べ
て
二
・
照
％
増

加
し
ま
し
た
．

　
県
内
の
ス
キ
ー
場
の
中
に
は
、
不

溌
の
あ
お
り
で
入
込
客
が
大
帳
に
減

　
　
　
．
、
鰯
譲

　
　
　
　
　
　
　
　
㍗
．
嘉
翠

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
裁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
羨
磯

　
　
　
　
　
　
　
　
撫
鷺
錨

少
し
た
と
こ
ろ
も
あ
っ
た
よ
う
で
す

が
、
当
温
泉
ス
キ
ー
場
は
瀾
叢
以
来
、

簿
年
利
爾
煮
が
増
え
て
い
ま
す
。

　
そ
の
理
磁
と
し
て
は
、
少
規
模
な

ス
キ
ー
場
で
あ
る
が
霞
定
客
が
い
る

こ
と
や
従
業
蝿
・
ホ
テ
ル
・
旅
館
な

ど
総
合
的
に
評
髄
が
上
が
っ
て
き
て

い
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
．

　
し
か
し
、
諜
題
も
あ
り
今
後
は
、

ス
キ
ー
場
の
ゲ
レ
ン
デ
整
備
∵
拡
大

な
ど
と
併
せ
て
、
さ
ら
に
ス
キ
ー
ヤ

　
　
高
原
の
主
役
、

穿
再
生
々
ば
ー
ど
が
ー
で
ん

　
大
厳
響
嵩
療
の
福
泊
施
設
蝿
ば
ー

ど
が
ー
で
ん
軸
が
、
閥
月
二
十
九
β

　
療
再
鑑
”
オ
ー
プ
ン
し
濠
し
た
。

　
昨
奪
…
シ
｝
ズ
ン
休
館
し
て
い
窪

し
た
が
、
新
た
な
襲
い
で
オ
ー
プ
ン

し
ま
し
た
。

　
今
年
か
ら
町
観
光
協
会
が
婁
託
を

受
け
、
浦
照
地
区
の
母
さ
ん
方
が
そ

の
運
営
に
あ
た
り
豪
す
。

　
簿
生
の
目
玉
は
、
母
さ
ん
方
の
手

づ
く
り
の
”
重
箱
料
還
”
と
”
薬
湯
．

花
湯
・
慮
菜
湯
”
の
お
風
鼠
で
す
．

　
新
し
い
味
と
新
し
い
襲
い
の
彌
ば

　
ー
ど
が
ー
で
ん
臨
は
、
跡
瀬
性
化
に

ー
に
と
っ
て
魅
力
の
あ
る
そ
し
て
、

町
活
牲
化
に
つ
な
が
る
よ
う
行
政
と

町
艮
が
皿
体
と
な
っ
て
ス
キ
ー
場
づ

く
り
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
望
ま
れ

ま
す
．

相
次
ぎ
オ
ー
プ
ン
！

◆
問
い
念
わ
せ
・
辮
し
込
み

　
　
ば
ー
ど
が
ー
で
ん

　
　
　
　
　
費
六
…
三
〇
五
五

新
顔

　
コ
テ
峯
ジ
も
オ
ー
プ
ン

　
昨
無
の
牽
一
月
、
大
厳
寺
蔦
漂
に

究
成
し
た
コ
テ
妻
ジ
（
宿
泊
施
設
）

が
餌
月
二
牽
九
露
に
オ
ー
プ
ン
し
ま

し
た
。

　
こ
の
施
設
は
、
昨
年
度
グ
レ
ー
ド

ア
ッ
プ
事
業
と
し
て
建
て
ら
れ
た
も

の
で
、
今
館
の
大
厳
寺
轟
原
の
新
し

い
顔
と
し
て
人
餓
を
呼
び
そ
う
で
す
。

　
コ
テ
ー
ジ
は
一
棟
で
す
が
、
大
人

六
名
ま
で
使
罵
で
き
ま
す
。

　
ま
“
た
、
施
設
に
は
貸
布
繊
、
シ
ャ

ワ
ー
、
ト
イ
レ
そ
し
て
簡
易
の
台
所

も
付
い
て
お
り
、
仲
間
で
料
理
を
作

っ
て
楽
し
む
こ
と
も
で
き
謹
す
．

　
気
の
合
っ
た
仲
闘
や
ご
療
族
で
利

薦
し
て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。

◆
使
罵
料
金
　
副
棟
八
、
○
○
○
円

◆
問
い
禽
わ
せ
・
晦
し
込
み

　
　
大
厳
寺
嘉
療
管
理
棟

　
　
　
　
　
厭
六
…
二
九
九
麟

養

陶
け
い
ま
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

◆
宿
泊
料
余
㎜
　
六
、
○
○
○
円

　
〈
燈
食
も
い
た
し
ま
す
。
〉

＿＿＿＿－＿＿＿＿＿瓢簾、一一．一一一・一一一一〃“一一『｛噺’勒｝軸｛珊｝｝㎜r

「愛の献血」

ご協力あ馨，がどうこ：“ざいました

　4月5霞、役場で献血が行われ

塞した。

　当日、会場には98名が訪れ、献

搬のご協力を恥ただきましたo．＿

ザ
～
｝
■
髪
［
§
…
雪
…
豊
、
奮
ー
善
｝
モ
ミ
｝

次回の献血は

玉◎月24日（

　　　　　です。

6－3ま31

献斑につ糖ての闘も鰹

　松之由購役場

　住罠課　保健衛生
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盈撫訊誌
夢と希望を胸に

入園入学式

元
気
い
つ
ぱ
い
入
園
式

　
照
月
六
鼎
七
掴
、
町
内
三
つ
の
保

育
所
で
入
園
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
．

　
今
年
の
鰹
内
保
欝
所
の
新
入
園
兜

は
、
全
貴
で
二
十
五
名
で
し
た
。

　
各
保
育
所
と
も
轟
新
し
い
園
児
服

を
蒼
た
新
入
園
児
が
元
餓
に
入
圏
し

ま
し
た
。

　
入
園
式
で
は
、
保
母
さ
ん
か
ら
名

葡
を
呼
ば
れ
る
と
元
気
な
轡
で
返
事

す
る
園
箆
、
ち
ょ
っ
ぴ
り
恥
ず
か
し

そ
う
に
返
事
す
る
圏
兇
と
そ
れ
ぞ
れ
で

し
た
が
、
楽
し
い
お
遊
戯
が
始
ま
る
と

元
気
い
っ
ぱ
い
に
体
を
動
か
し
て
い
ま

し
た
。
新
入
圏
兜
の
皆
さ
ん
、
、
撮
醸

元
餓
よ
く
保
袴
所
に
通
っ
て
る
か
な
！

の

今
年
も
響
く

　
　
　
山
留
太
鼓
！

　
鰯
月
三
田
夕
方
、
鐵
然
休
養
村
セ

ン
タ
ー
で
顛
村
留
掌
第
八
期
生
の
入

圏
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
の
山
留
生
は
、
新
人
翻
生
九

名
、
継
続
園
焦
十
二
名
の
二
十
㎜
名

で
す
。

　
松
之
山
町
は
山
村
留
掌
を
傭
験
し

ょ
う
と
す
る
子
供
た
濫
に
人
餓
が
あ

り
、
特
鑓
太
鼓
と
豊
か
な
、
罵
然
に
魅

力
を
感
じ
る
そ
う
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
一
年
問
、
地
冗
の
子
供

た
ち
と
仲
良
く
勉
強
や
運
動
に
頑
張

っ
て
く
だ
さ
い
。

小
学
校
つ
て

　
　
楽
し
そ
う
ね
！

　
町
内
小
掌
校
で
は
、
闘
月
照
繕
に

入
掌
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
浦
田
小
学
校
の
式
典
で
は
、
晃
童

を
代
表
し
て
飯
塚
大
、
熔
醤
が
「
小
掌

校
は
保
蕎
所
と
ち
が
っ
た
楽
し
い
所

で
す
。
こ
れ
か
ら
｝
緒
に
勉
強
し
ま

し
ょ
う
ゆ
と
歓
褒
2
　
築
を
送
る
と
、

そ
れ
ま
で
ち
ょ
っ
ぴ
り
不
安
だ
っ
た

顔
か
ら
笑
顔
が
こ
ぼ
れ
て
い
ま
し
た
．

　
そ
の
後
、
二
人
に
新
し
い
教
科
欝

が
授
与
さ
れ
小
学
校
の
新
罪
焦
活
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
購
内
小
掌
校
の
新
入
生
は
、
松
之

山
小
学
校
十
胤
名
、
松
里
小
学
校
七

名
、
浦
湧
小
学
校
二
名
の
計
篇
十
五

嶺
で
し
た
。
な
お
、
今
年
度
東
川
小
掌

校
へ
の
新
入
生
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

中
学
生
と
し
て
の

　
良
覚
と
行
動
を
！

　
松
之
霞
中
掌
校
で
照
月
烈
賑
、
入

掌
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
新
入
盤
五
十
購
名
は
、
ブ
ラ
ス
バ

ン
ド
部
轟
の
演
奏
の
な
か
入
場
し
ま

し
た
．

　
式
辞
の
中
で
、
木
澤
校
長
先
焦
は

「
さ
わ
や
か
な
挨
拶
が
で
き
る
生
徒
、

疋
し
い
判
断
で
感
己
決
定
で
き
る
生

徒
、
学
業
と
部
濡
勤
の
澗
立
が
で
き

る
生
徒
ρ
璽
．
5
の
目
標
を
持
っ
て

ほ
し
い
と
述
べ
る
と
、
瓢
入
生
を
代

表
し
て
儀
藤
利
昭
鷺
が
「
中
学
生
と

し
て
の
自
覚
を
持
ち
、
自
分
で
考
え

霞
分
で
行
動
し
て
行
き
た
い
の
と
繋

っ
て
い
ま
し
た
。

第
八
回
松
之
山
温
泉

ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー
選
手
権
大
会

松
之
由
中
大
健
闘
！

　
鰻
月
十
七
揖
、
大
厳
寺
腐
猿
で
松

之
山
温
泉
ク
㍑
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ

ー
選
手
権
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
シ
ー
ズ
ン
の
曝
ス
キ
ー
連
盟
公

認
最
後
の
大
会
と
あ
っ
て
、
県
内
外

か
ら
臨
三
八
名
の
選
手
が
エ
ン
ト
リ

ー
し
ま
し
た
。

競
技
は
、
成
葎
男
子
を
ト
ッ
プ
に

次
ぎ
次
ぎ
と
ス
タ
…
ト
が
切
ら
れ
ま

し
た
。
こ
の
腿
は
、
天
候
も
侠
購
で

気
温
も
二
十
濾
度
ま
で
上
が
り
、
ま

た
縛
折
吹
く
突
風
の
中
で
し
た
が
、

選
手
、
役
員
と
も
シ
ー
ズ
ン
巖
後
の

大
会
に
全
力
で
望
ん
で
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
羅

☆
墨
解

絃繍．

　
今
回
も
松
之
山
申
掌
校
の
選
手
が

大
健
翻
を
み
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
成
績
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

　
ハ
松
之
山
鑓
関
係
を
十
位
ま
で
掲

載
し
ま
し
た
、
）

大
会
成
績

▼
小
学
校
女
子
五
年
生
以
下
黛
キ
E

　
⑧
醐
橋
墾
艶
（
松
磁
小
）
　
　
駕
分
蝦
秒
7

▼
小
学
校
女
子
六
奪
生
黛
キ
慰

　②腐

橋
爵
織
（
松
羅
小
）
　
　
総
分
綿
秒
8

▼
小
掌
校
男
子
五
年
生
以
下
（
五
キ
三

　
⑥
鈴
木
罵
灘
ハ
松
庭
山
S
↓
鍛
分
纐
秒
0

▼
小
学
校
男
子
六
年
生
曾
キ
E

　
②
鵜
田
　
蛾
く
ハ
松
羅
小
）
　
　
2
0
分
4
6
秒
9

、

繍
’》激

曳

▼
中
脳
子
校
女
子
一
蕉
－
雌
宍
鷹
キ
ロ
）

⑦
傷
橋
醸
代
（
松
凄
山
中
）
　
2
3
分
垢
秒
1

▼
中
掌
校
女
子
二
・
三
年
竃
曾
キ
E

④
佐
藤
及
縄
（
松
際
山
鞄
）
　
2
0
分
2
9
秒
0

⑧
紺
撫
久
藻
（
松
之
慮
中
〉
　
議
分
珍
秒
1

⑩
竹
内
久
輿
（
松
之
山
中
）
　
別
分
捻
秒
1

▼
中
掌
校
男
子
一
年
窯
我
キ
呂

①
松
沢
隆
鍛
｛
松
虚
慮
蝉
）
　
1
8
分
硲
秒
8

③
村
出
轟
旭
ハ
松
之
撫
中
〉
　
漁
分
紛
秒
4

⑥
講
沢
勲
総
（
松
慮
山
塵
）
　
扮
分
欝
秒
3

⑧
依
藤
利
昭
（
松
識
由
中
）
　
紛
分
菊
秒
6

▼
中
学
校
窮
子
二
・
薫
年
生
革
キ
営

①
竹
門
冤
輝
（
松
之
繊
中
）
　
詔
分
4
0
秒
1

②
醐
橋
儀
携
（
松
虚
山
中
）
　
器
分
砿
秒
玉

⑦
塞
出
広
海
（
松
斌
山
申
）
　
3
6
分
姶
秒
8

⑧
島
照
　
怜
（
松
之
由
中
）
　
3
6
分
5
6
秒
o

麟
難

灘
灘

叢，
　
瓢
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只
今
、
無
火
災
を
更
新
中
！

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
消
防
想
定
訓
練
実
施

　
春
の
火
災
予
防
運
動
簸
終
繊
の
鷹

月
七
購
、
天
水
鳥
地
内
で
消
防
想
定

訓
練
が
行
わ
れ
、
松
之
山
分
遣
所
と

第
二
機
勤
隊
が
出
動
し
漉
火
活
動
に

あ
た
り
ま
し
た
。

　
翻
練
は
、
申
坪
集
会
勝
か
ら
出
火

と
い
う
想
定
内
容
で
行
わ
れ
、
参
撫

し
た
猛
鍛
の
機
敏
な
動
き
と
操
作
で

無
灘
に
終
了
し
た
。

　
環
雀
、
町
は
無
火
災
を
更
新
中
で

す
。
万
…
の
時
、
適
切
な
潴
火
作
業

を
行
う
た
め
に
も
黛
畷
の
講
練
が
大

切
で
あ
り
家
す
。

　
「
火
の
燭
心
鉱
を
お
願
い
し
ま
す
。

ぼ
く
も
わ
た
し
も

　
　
　
交
通
ル
馨
ル
を
守
る
よ
！

　
鰻
月
二
十
六
鷺
、
松
之
山
小
学
校

で
交
通
安
全
教
室
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
松
之
山
駐
在
所
の
窟
所
巡
蓋
部
長

か
ら
交
通
ル
ー
ル
の
議
し
や
ビ
デ
オ

で
事
蔚
学
習
し
た
あ
と
、

実
地
学
翌
に
入
り
ま
し
た
。

　
低
学
葎
は
、
欝
所
巡
奮

部
、
長
か
ら
道
路
・
交
差
点

で
の
正
し
い
歩
行
の
仕
方
、

高
学
隼
は
町
交
通
指
導
員

か
ら
道
路
状
況
に
応
じ
た

自
転
車
の
乗
り
方
を
教
わ

り
ま
し
た
。

　
な
お
、
浦
懸
小
は
烈
肩
七
繊
、
松

墨
は
五
月
牽
一
黛
に
そ
れ
ぞ
れ
行
わ

れ
窟
し
た
。
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盈撫訊誌
夢と希望を胸に

入園入学式

元
気
い
つ
ぱ
い
入
園
式

　
照
月
六
鼎
七
掴
、
町
内
三
つ
の
保

育
所
で
入
園
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
．

　
今
年
の
鰹
内
保
欝
所
の
新
入
園
兜

は
、
全
貴
で
二
十
五
名
で
し
た
。

　
各
保
育
所
と
も
轟
新
し
い
園
児
服

を
蒼
た
新
入
園
児
が
元
餓
に
入
圏
し

ま
し
た
。

　
入
園
式
で
は
、
保
母
さ
ん
か
ら
名

葡
を
呼
ば
れ
る
と
元
気
な
轡
で
返
事

す
る
園
箆
、
ち
ょ
っ
ぴ
り
恥
ず
か
し

そ
う
に
返
事
す
る
圏
兇
と
そ
れ
ぞ
れ
で

し
た
が
、
楽
し
い
お
遊
戯
が
始
ま
る
と

元
気
い
っ
ぱ
い
に
体
を
動
か
し
て
い
ま

し
た
。
新
入
圏
兜
の
皆
さ
ん
、
、
撮
醸

元
餓
よ
く
保
袴
所
に
通
っ
て
る
か
な
！

の

今
年
も
響
く

　
　
　
山
留
太
鼓
！

　
鰯
月
三
田
夕
方
、
鐵
然
休
養
村
セ

ン
タ
ー
で
顛
村
留
掌
第
八
期
生
の
入

圏
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
の
山
留
生
は
、
新
人
翻
生
九

名
、
継
続
園
焦
十
二
名
の
二
十
㎜
名

で
す
。

　
松
之
山
町
は
山
村
留
掌
を
傭
験
し

ょ
う
と
す
る
子
供
た
濫
に
人
餓
が
あ

り
、
特
鑓
太
鼓
と
豊
か
な
、
罵
然
に
魅

力
を
感
じ
る
そ
う
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
一
年
問
、
地
冗
の
子
供

た
ち
と
仲
良
く
勉
強
や
運
動
に
頑
張

っ
て
く
だ
さ
い
。

小
学
校
つ
て

　
　
楽
し
そ
う
ね
！

　
町
内
小
掌
校
で
は
、
闘
月
照
繕
に

入
掌
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
浦
田
小
学
校
の
式
典
で
は
、
晃
童

を
代
表
し
て
飯
塚
大
、
熔
醤
が
「
小
掌

校
は
保
蕎
所
と
ち
が
っ
た
楽
し
い
所

で
す
。
こ
れ
か
ら
｝
緒
に
勉
強
し
ま

し
ょ
う
ゆ
と
歓
褒
2
　
築
を
送
る
と
、

そ
れ
ま
で
ち
ょ
っ
ぴ
り
不
安
だ
っ
た

顔
か
ら
笑
顔
が
こ
ぼ
れ
て
い
ま
し
た
．

　
そ
の
後
、
二
人
に
新
し
い
教
科
欝

が
授
与
さ
れ
小
学
校
の
新
罪
焦
活
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
購
内
小
掌
校
の
新
入
生
は
、
松
之

山
小
学
校
十
胤
名
、
松
里
小
学
校
七

名
、
浦
湧
小
学
校
二
名
の
計
篇
十
五

嶺
で
し
た
。
な
お
、
今
年
度
東
川
小
掌

校
へ
の
新
入
生
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

中
学
生
と
し
て
の

　
良
覚
と
行
動
を
！

　
松
之
霞
中
掌
校
で
照
月
烈
賑
、
入

掌
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
新
入
盤
五
十
購
名
は
、
ブ
ラ
ス
バ

ン
ド
部
轟
の
演
奏
の
な
か
入
場
し
ま

し
た
．

　
式
辞
の
中
で
、
木
澤
校
長
先
焦
は

「
さ
わ
や
か
な
挨
拶
が
で
き
る
生
徒
、

疋
し
い
判
断
で
感
己
決
定
で
き
る
生

徒
、
学
業
と
部
濡
勤
の
澗
立
が
で
き

る
生
徒
ρ
璽
．
5
の
目
標
を
持
っ
て

ほ
し
い
と
述
べ
る
と
、
瓢
入
生
を
代

表
し
て
儀
藤
利
昭
鷺
が
「
中
学
生
と

し
て
の
自
覚
を
持
ち
、
自
分
で
考
え

霞
分
で
行
動
し
て
行
き
た
い
の
と
繋

っ
て
い
ま
し
た
。

第
八
回
松
之
山
温
泉

ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー
選
手
権
大
会

松
之
由
中
大
健
闘
！

　
鰻
月
十
七
揖
、
大
厳
寺
腐
猿
で
松

之
山
温
泉
ク
㍑
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ

ー
選
手
権
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
シ
ー
ズ
ン
の
曝
ス
キ
ー
連
盟
公

認
最
後
の
大
会
と
あ
っ
て
、
県
内
外

か
ら
臨
三
八
名
の
選
手
が
エ
ン
ト
リ

ー
し
ま
し
た
。

競
技
は
、
成
葎
男
子
を
ト
ッ
プ
に

次
ぎ
次
ぎ
と
ス
タ
…
ト
が
切
ら
れ
ま

し
た
。
こ
の
腿
は
、
天
候
も
侠
購
で

気
温
も
二
十
濾
度
ま
で
上
が
り
、
ま

た
縛
折
吹
く
突
風
の
中
で
し
た
が
、

選
手
、
役
員
と
も
シ
ー
ズ
ン
巖
後
の

大
会
に
全
力
で
望
ん
で
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
羅

☆
墨
解

絃繍．

　
今
回
も
松
之
山
申
掌
校
の
選
手
が

大
健
翻
を
み
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
成
績
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

　
ハ
松
之
山
鑓
関
係
を
十
位
ま
で
掲

載
し
ま
し
た
、
）

大
会
成
績

▼
小
学
校
女
子
五
年
生
以
下
黛
キ
E

　
⑧
醐
橋
墾
艶
（
松
磁
小
）
　
　
駕
分
蝦
秒
7

▼
小
学
校
女
子
六
奪
生
黛
キ
慰

　②腐

橋
爵
織
（
松
羅
小
）
　
　
総
分
綿
秒
8

▼
小
掌
校
男
子
五
年
生
以
下
（
五
キ
三

　
⑥
鈴
木
罵
灘
ハ
松
庭
山
S
↓
鍛
分
纐
秒
0

▼
小
学
校
男
子
六
年
生
曾
キ
E

　
②
鵜
田
　
蛾
く
ハ
松
羅
小
）
　
　
2
0
分
4
6
秒
9

、

繍
’》激

曳

▼
中
脳
子
校
女
子
一
蕉
－
雌
宍
鷹
キ
ロ
）

⑦
傷
橋
醸
代
（
松
凄
山
中
）
　
2
3
分
垢
秒
1

▼
中
掌
校
女
子
二
・
三
年
竃
曾
キ
E

④
佐
藤
及
縄
（
松
際
山
鞄
）
　
2
0
分
2
9
秒
0

⑧
紺
撫
久
藻
（
松
之
慮
中
〉
　
議
分
珍
秒
1

⑩
竹
内
久
輿
（
松
之
山
中
）
　
別
分
捻
秒
1

▼
中
掌
校
男
子
一
年
窯
我
キ
呂

①
松
沢
隆
鍛
｛
松
虚
慮
蝉
）
　
1
8
分
硲
秒
8

③
村
出
轟
旭
ハ
松
之
撫
中
〉
　
漁
分
紛
秒
4

⑥
講
沢
勲
総
（
松
慮
山
塵
）
　
扮
分
欝
秒
3

⑧
依
藤
利
昭
（
松
識
由
中
）
　
紛
分
菊
秒
6

▼
中
学
校
窮
子
二
・
薫
年
生
革
キ
営

①
竹
門
冤
輝
（
松
之
繊
中
）
　
詔
分
4
0
秒
1

②
醐
橋
儀
携
（
松
虚
山
中
）
　
器
分
砿
秒
玉

⑦
塞
出
広
海
（
松
斌
山
申
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6
分
姶
秒
8

⑧
島
照
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（
松
之
由
中
）
　
3
6
分
5
6
秒
o
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運
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申
坪
集
会
勝
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出
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と
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う
想
定
内
容
で
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た
猛
鍛
の
機
敏
な
動
き
と
操
作
で

無
灘
に
終
了
し
た
。

　
環
雀
、
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は
無
火
災
を
更
新
中
で

す
。
万
…
の
時
、
適
切
な
潴
火
作
業

を
行
う
た
め
に
も
黛
畷
の
講
練
が
大

切
で
あ
り
家
す
。

　
「
火
の
燭
心
鉱
を
お
願
い
し
ま
す
。

ぼ
く
も
わ
た
し
も

　
　
　
交
通
ル
馨
ル
を
守
る
よ
！

　
鰻
月
二
十
六
鷺
、
松
之
山
小
学
校

で
交
通
安
全
教
室
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
松
之
山
駐
在
所
の
窟
所
巡
蓋
部
長

か
ら
交
通
ル
ー
ル
の
議
し
や
ビ
デ
オ

で
事
蔚
学
習
し
た
あ
と
、

実
地
学
翌
に
入
り
ま
し
た
。

　
低
学
葎
は
、
欝
所
巡
奮

部
、
長
か
ら
道
路
・
交
差
点

で
の
正
し
い
歩
行
の
仕
方
、

高
学
隼
は
町
交
通
指
導
員

か
ら
道
路
状
況
に
応
じ
た

自
転
車
の
乗
り
方
を
教
わ

り
ま
し
た
。

　
な
お
、
浦
懸
小
は
烈
肩
七
繊
、
松

墨
は
五
月
牽
一
黛
に
そ
れ
ぞ
れ
行
わ

れ
窟
し
た
。
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こ責任を良分

　今年の4月から、新社会人となりました。

　社会人になったからには、自分の行動に

貴任をもたなければなりません。仕事に対隔

しての責任、何に対しての責任も一一。

　載、は、特劉養護老人ホームド不老閣、…で

お年寄りの方々のお世話をさせていただい

ています。いまは、まだ仕事になれていな

いσ）で、先輩方に闘いてばかりです。お年

寄りの方々の名瀧も半分も覚えられません。

　しかし、これから少しずつ覚え、何もか

も…入でできるように頑張りたいと思いますQ

井
川
春
美
さ
ん
（
上
鰯
池
・
糀
屋
）

　
・
昭
和
駐
年
3
月
生
ま
れ

　
。
懸
液
型
　
A
B
型

　
。
星
　
座
　
う
お
座

　
。
勤
め
先
　
特
甥
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
不
老
閣
」

燃

黎
萎
謹
灘

大
見
好
行
さ
ん
（
下
鰯
池
・
上
村
）

。
昭
和
纐
年
7
月
生
ま
れ

。
漁
液
型

。
星
　
座

。
勤
め
先

0
型

し
し
座

松
之
山
町
役
場

新社会人になって

　フレッシュのコー

ナーでは、今年の春

に高校を卒業し、地

元に就職または、隣

接町柑へ還勤してい

る若者紅登場してい

ただき、一器役会人

としての抱負を語っ

ていただき濠す。

　今春窩校を卒業し、松之山町役場に勤め

ることになりました大見です。

　4月1鷺に役場・＼ぞテく蔀までは、期待も

りも不安の方が大きく、自分に仕事が務ま

るかどうか心醗で仕方ありませんでした。

　数週間が経過した今では、少しずつ不安

も無くなってきました。

　しかし、まだまだ仕事の内容でわからな

いところも沢山あり、周翻の方々に迷惑を

かけています。

　これからは、少しでも単く仕事0）内容を

覚え、迷惑の量を減らし儒胴を得られるよ

う努力していきたいと思います。

美
人
林
で
清
掃
活
動

　
賜
月
二
十
五
懸
　
松
灘
葵
人
林
で

松
之
山
小
学
校
兇
童
七
十
㎜
名
に
よ

る
溝
掃
活
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
松
之
山
小
学
校
で
は
、
二
無
薗
か

ら
奉
仕
活
動
と
し
て
葵
人
林
の
清
掃

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
の
獄
は
松

照
の
皆
さ
ん
も
参
撫
し
、
そ
の
指
導

の
も
と
で
林
の
中
の
柚
枝
や
落
ち
葉

集
め
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
溝
掃
は
囲
時
ま
で
約
一
時
間
行
わ

　
　
美
人
林
は
き
れ
い
紅
な
り
ま
し

た
。
今
年
も
美
人
林
に
た
く
さ
ん
の

入
が
訪
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う

湯
本
駐
在
所
訪
問
記

　
騰
月
よ
り
湯
塞
駐
在
さ
ん
が
代
わ

り
ま
し
た
。

　
新
た
に
赴
任
さ
れ
ま
し
た
鰻
原
巡

嶽
長
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
ま
し
た
の

で
、
ご
紹
介
し
濠
す
。

⑧
鐵
身
地
は
？

　
糸
魚
想
箏
で
す
、

◎
萌
侵
地
は
？

　
薦
蒲
原
郡
巻
鱒
の
松
野
羅
駐
筏
斯

に
い
ま
し
た
．

＠
ご
家
族
は
？

　
妻
と
五
歳
の
長
男
の
三
人
で
す
。

そ
れ
か
ら
犬
が
三
匹
い
ま
す
。

＠
警
察
官
に
な
っ
た
動
機
は
？

　
大
学
を
卒
業
し
た
昭
秘
5
3
年
は
、

ち
ょ
う
ど
不
景
気
で
し
た
印
そ
れ
に
、

長
男
だ
っ
た
の
で
帰
っ
て
く
る
と
な

る
と
、
警
察
と
銀
行
し
か
入
れ
て
も

ら
え
る
と
こ
ろ
が
な
か
っ
た
の
で
す
。

　
そ
れ
じ
ゃ
、
讐
察
窟
を
や
っ
て
み

よ
う
か
と
欝
う
の
が
働
機
で
す
．

＠
町
紅
つ
い
て
の
印
象
は
2

　
ア
ウ
ト
．
ー
ア
が
好
き
で
す
か
ら
、

来
た
時
の
印
象
は
箆
気
が
お
い
し
い

な
あ
…
と
欝
う
感
じ
で
し
た
。

＠
趣
瞭
は
？

　
犬
で
す
．
犬
の
酬
練
や
し
つ
け
も

や
り
ま
す
が
、
と
に
か
く
犬
で
す
ひ

＠
将
来
の
夢
は
？

　
松
之
由
晦
の
よ
う
な
と
こ
ろ
で
、

農
業
を
し
て
み
た
い
で
す
ね
。

＠
み
な
さ
ん
に
㎜
書

　
松
之
山
の
方
は
純
朴
で
温
か
い
人

が
多
い
騎
で
す
か
ら
、
そ
れ
を
大
切

巖
地
域
の
人
た
ち
と
仲
良
く
や
っ
て

行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。
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した。ご利矯ください鱒
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〆

　　公民館お知らせ

第6園上越地域
　　スポーツフェスティバ

　あなたも僻欄でチームを総んで

患場してみませんか。

　詳しくは公罠鋸（費6一惣65）
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関
原
さ
ん
続
は
、
松
之
山
の
第
…

印
象
は
良
か
っ
た
よ
う
で
す
、

　
こ
れ
か
ら
交
通
指
導
な
ど
で
い
ろ

い
ろ
お
世
話
紅
な
る
わ
け
で
す
が
、

町
罠
　
人
一
人
が
炎
通
ル
…
ル
を
守

り
箏
敵
な
ど
趨
こ
さ
な
い
よ
う
十
分

濾
意
し
、
萌
る
く
建
み
良
い
町
に
し

て
行
き
ま
し
ょ
う
。

保
険
料
の
免
除
翻
度

　
経
済
的
な
理
曲
な
ど
で
、
ど
う
し

て
も
保
険
料
が
納
め
　
れ
な
い
と
き

は
、
保
険
料
の
免
除
翻
度
が
あ
り
ま

寛
。　

嘩
請
し
承
認
さ
れ
れ
ば
、
そ
の
期

闘
の
保
険
料
は
免
除
さ
れ
、
無
金
を

　　　　華，

、

’、

．
’
嵐

　
　
濤
　
餐
の
の

　
　
　
、

　
　
　
　
～

　　　、
葦い

、

受
け
る
た
め
の
資
格
鰯
間
把
算
入
さ

れ
ま
す
、

　
保
険
料
が
鈍
除
さ
れ
る
場
禽
の
要

件
等
は
次
の
と
お
り
で
す
。

＠
法
定
尭
除

　
年
金
保
誕
、
障
轡
基
礎
年
金
を
受

け
て
い
る
と
き
な
ど
、
法
に
定
め
ら

れ
た
要
件
に
該
灘
す
る
と
き
。

＠
串
講
免
除

　
所
得
が
少
な
い
場
倉
な
ど
、
保
険

料
を
納
付
で
き
な
い
特
溺
な
理
朗
が

購
講
に
よ
り
認
め
ら
れ
た
と
き
、

＠
学
盗
の
保
険
料
免
除

　
親
の
所
簿
頓
億
じ
て
免
除
基
準
が

定
め
ら
れ
、
こ
の
基
準
に
該
滋
す
る

入
は
、
串
請
に
よ
り
保
険
料
が
兜
除

に
な
り
ま
す
．

保
険
料
追
納
制
度

　
免
除
さ
れ
た
期
闘
に
か
か
る
保
険

料
を
あ
と
で
納
付
し
た
い
場
禽
は
、

欝
無
以
内
で
あ
れ
ば
さ
か
の
ぼ
っ
て

追
納
で
き
濠
す
。

　
た
だ
し
、
鈍
除
さ
れ
た
当
時
の
保

険
料
は
一
定
の
顔
を
撫
算
し
た
金
額

に
な
り
ま
す
、

μ
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こ責任を良分

　今年の4月から、新社会人となりました。

　社会人になったからには、自分の行動に

貴任をもたなければなりません。仕事に対隔

しての責任、何に対しての責任も一一。

　載、は、特劉養護老人ホームド不老閣、…で

お年寄りの方々のお世話をさせていただい

ています。いまは、まだ仕事になれていな

いσ）で、先輩方に闘いてばかりです。お年

寄りの方々の名瀧も半分も覚えられません。

　しかし、これから少しずつ覚え、何もか

も…入でできるように頑張りたいと思いますQ

井
川
春
美
さ
ん
（
上
鰯
池
・
糀
屋
）

　
・
昭
和
駐
年
3
月
生
ま
れ

　
。
懸
液
型
　
A
B
型

　
。
星
　
座
　
う
お
座

　
。
勤
め
先
　
特
甥
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
不
老
閣
」

燃

黎
萎
謹
灘

大
見
好
行
さ
ん
（
下
鰯
池
・
上
村
）

。
昭
和
纐
年
7
月
生
ま
れ

。
漁
液
型

。
星
　
座

。
勤
め
先

0
型

し
し
座

松
之
山
町
役
場

新社会人になって

　フレッシュのコー

ナーでは、今年の春

に高校を卒業し、地

元に就職または、隣

接町柑へ還勤してい

る若者紅登場してい

ただき、一器役会人

としての抱負を語っ

ていただき濠す。
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ることになりました大見です。
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覚え、迷惑の量を減らし儒胴を得られるよ

う努力していきたいと思います。

美
人
林
で
清
掃
活
動

　
賜
月
二
十
五
懸
　
松
灘
葵
人
林
で

松
之
山
小
学
校
兇
童
七
十
㎜
名
に
よ

る
溝
掃
活
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
松
之
山
小
学
校
で
は
、
二
無
薗
か

ら
奉
仕
活
動
と
し
て
葵
人
林
の
清
掃

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
の
獄
は
松

照
の
皆
さ
ん
も
参
撫
し
、
そ
の
指
導

の
も
と
で
林
の
中
の
柚
枝
や
落
ち
葉

集
め
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
溝
掃
は
囲
時
ま
で
約
一
時
間
行
わ

　
　
美
人
林
は
き
れ
い
紅
な
り
ま
し

た
。
今
年
も
美
人
林
に
た
く
さ
ん
の

入
が
訪
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う

湯
本
駐
在
所
訪
問
記

　
騰
月
よ
り
湯
塞
駐
在
さ
ん
が
代
わ

り
ま
し
た
。

　
新
た
に
赴
任
さ
れ
ま
し
た
鰻
原
巡

嶽
長
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
ま
し
た
の

で
、
ご
紹
介
し
濠
す
。

⑧
鐵
身
地
は
？

　
糸
魚
想
箏
で
す
、

◎
萌
侵
地
は
？

　
薦
蒲
原
郡
巻
鱒
の
松
野
羅
駐
筏
斯

に
い
ま
し
た
．

＠
ご
家
族
は
？

　
妻
と
五
歳
の
長
男
の
三
人
で
す
。

そ
れ
か
ら
犬
が
三
匹
い
ま
す
。

＠
警
察
官
に
な
っ
た
動
機
は
？

　
大
学
を
卒
業
し
た
昭
秘
5
3
年
は
、

ち
ょ
う
ど
不
景
気
で
し
た
印
そ
れ
に
、

長
男
だ
っ
た
の
で
帰
っ
て
く
る
と
な

る
と
、
警
察
と
銀
行
し
か
入
れ
て
も

ら
え
る
と
こ
ろ
が
な
か
っ
た
の
で
す
。

　
そ
れ
じ
ゃ
、
讐
察
窟
を
や
っ
て
み

よ
う
か
と
欝
う
の
が
働
機
で
す
．

＠
町
紅
つ
い
て
の
印
象
は
2

　
ア
ウ
ト
．
ー
ア
が
好
き
で
す
か
ら
、

来
た
時
の
印
象
は
箆
気
が
お
い
し
い

な
あ
…
と
欝
う
感
じ
で
し
た
。

＠
趣
瞭
は
？

　
犬
で
す
．
犬
の
酬
練
や
し
つ
け
も

や
り
ま
す
が
、
と
に
か
く
犬
で
す
ひ

＠
将
来
の
夢
は
？

　
松
之
由
晦
の
よ
う
な
と
こ
ろ
で
、

農
業
を
し
て
み
た
い
で
す
ね
。

＠
み
な
さ
ん
に
㎜
書

　
松
之
山
の
方
は
純
朴
で
温
か
い
人

が
多
い
騎
で
す
か
ら
、
そ
れ
を
大
切

巖
地
域
の
人
た
ち
と
仲
良
く
や
っ
て

行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。
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関
原
さ
ん
続
は
、
松
之
山
の
第
…

印
象
は
良
か
っ
た
よ
う
で
す
、

　
こ
れ
か
ら
交
通
指
導
な
ど
で
い
ろ

い
ろ
お
世
話
紅
な
る
わ
け
で
す
が
、

町
罠
　
人
一
人
が
炎
通
ル
…
ル
を
守

り
箏
敵
な
ど
趨
こ
さ
な
い
よ
う
十
分

濾
意
し
、
萌
る
く
建
み
良
い
町
に
し

て
行
き
ま
し
ょ
う
。

保
険
料
の
免
除
翻
度

　
経
済
的
な
理
曲
な
ど
で
、
ど
う
し

て
も
保
険
料
が
納
め
　
れ
な
い
と
き

は
、
保
険
料
の
免
除
翻
度
が
あ
り
ま

寛
。　

嘩
請
し
承
認
さ
れ
れ
ば
、
そ
の
期

闘
の
保
険
料
は
免
除
さ
れ
、
無
金
を

　　　　華，

、

’、

．
’
嵐

　
　
濤
　
餐
の
の

　
　
　
、

　
　
　
　
～

　　　、
葦い

、

受
け
る
た
め
の
資
格
鰯
間
把
算
入
さ

れ
ま
す
、

　
保
険
料
が
鈍
除
さ
れ
る
場
禽
の
要

件
等
は
次
の
と
お
り
で
す
。

＠
法
定
尭
除

　
年
金
保
誕
、
障
轡
基
礎
年
金
を
受

け
て
い
る
と
き
な
ど
、
法
に
定
め
ら

れ
た
要
件
に
該
灘
す
る
と
き
。

＠
串
講
免
除

　
所
得
が
少
な
い
場
倉
な
ど
、
保
険

料
を
納
付
で
き
な
い
特
溺
な
理
朗
が

購
講
に
よ
り
認
め
ら
れ
た
と
き
、

＠
学
盗
の
保
険
料
免
除

　
親
の
所
簿
頓
億
じ
て
免
除
基
準
が

定
め
ら
れ
、
こ
の
基
準
に
該
滋
す
る

入
は
、
串
請
に
よ
り
保
険
料
が
兜
除

に
な
り
ま
す
．

保
険
料
追
納
制
度

　
免
除
さ
れ
た
期
闘
に
か
か
る
保
険

料
を
あ
と
で
納
付
し
た
い
場
禽
は
、

欝
無
以
内
で
あ
れ
ば
さ
か
の
ぼ
っ
て

追
納
で
き
濠
す
。

　
た
だ
し
、
鈍
除
さ
れ
た
当
時
の
保

険
料
は
一
定
の
顔
を
撫
算
し
た
金
額

に
な
り
ま
す
、
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き
れ
い
な
美
し
い

町
づ
く
り
を
！

　
由
然
を
愛
す
る
心
と
環
境
美
化
へ

の
憲
識
を
蕎
め
る
こ
と
を
目
的
績
、

第
”
園
ク
リ
ー
ン
大
作
戦
が
行
わ
れ

ま
す
。

　
農
作
業
シ
ー
ズ
ン
で
お
忙
し
い
と

思
い
ま
す
が
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
．

＠
日
時

　
5
月
焉
霞
（
紹
）

　
午
麟
7
時
～
8
時
（
雨
天
決
行
）

＠
集
合
場
漸

　
灘
獅
し
ま
し
た
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く

　
だ
さ
い
。

◎
実
施
方
法

　
斑
編
成
し
、
各
コ
ー
ス
で
実
施

＠
漉
意
事
項

①
盤
き
鋳
・
窒
鳶
ビ
ン
・
も
え
る
ゴ

　
ミ
そ
の
弛
に
分
け
て
く
だ
さ
い
。

②
脊
隼
懸
員
が
回
収
し
ま
す
の
で
、

　
各
集
落
の
ゴ
ミ
収
集
場
勝
に
置
い

　
て
く
だ
さ
い
。

③
交
通
事
故
に
あ
わ
な
い
よ
う
十
分

　
濾
意
し
て
く
だ
さ
い
。

＠
ド
ラ
イ
バ
ー
皆
さ
ん
へ

　
当
日
は
、
地
域
の
皆
さ
ん
が
溝
掃

潜
動
を
行
い
ま
す
の
で
、
事
故
の
な

い
よ
う
ご
漉
意
を
お
願
い
し
ま
す
。

＠
問
い
禽
わ
せ

　
松
之
山
町
公
罠
館

倉
6
－
2
2
6
5
）

　
。
、
■

　
　
　
　
　
（
ρ

　
　
　
　
　
　
　
極

　
　
　
　
　
簿

探
鳥
会
が

　
　
目
臼
押
し
！

　
新
潟
藥
薫
催
に
よ
る
新
潟
察
野
鳥

の
集
い
・
探
鳥
金
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

＠
β
時

　
5
月
2
8
B
£
）
～
2
9
（
慰

＠
場
所

　
松
之
山
温
東
　
凌
雲
醐

＠
定
員

　
先
着
玉
0
倉
名

※
参
舷
希
望
春
は
、
事
離
の
串
し
込

　
み
が
必
要
で
す
．

＠
串
し
込
み
・
閥
い
合
わ
せ
先

松
之
慮
町
公
戻
館

　
（
燈
6
－
2
2
6
5
）

　
今
年
も
た
く
さ
ん
の
野
鳥
が
松
之

山
に
や
っ
て
き
ま
し
た
。

　
探
鳥
会
で
美
し
い
鳥
の
姿
、
美
し

い
歌
声
に
出
会
っ
て
み
家
せ
ん
か
。

＠
野
鳥
纂
会

。
臼
時

　
6
月
曝
繍
（
土
）

夜
7
時
30
分
～

。
場
斯

　
松
之
慮
温
泉
　
温
泉
セ
ン
タ
…

。
内
容

　
ス
ラ
イ
ド
に
ょ
る
野
鳥
の
紹
介
勉

＠
探
鳥
会

。
鷺
時

　
6
月
5
研
（
総
）

　
朝
4
時
3
0
分
～
7
時
30
分

。
場
斯

　
松
環
諏
訪
神
社
～
美
人
林
周
辺
の

　
探
鳥
澱
聖
ス
。
5
～
6
コ
ー
ス
。

。
集
合
場
漸

　
松
臓
諏
訪
神
社
に
朝
4
時
30
分
ま

　
で
に
集
禽
し
て
く
だ
さ
い
。

※
温
泉
駐
甫
｝
場
か
ら
バ
ス
が
4
時
蔦

　
分
に
出
発
し
ま
す
。

※
㍉
野
鳥
の
し
お
り
」
贈
量

＠
聞
い
含
わ
せ
先

　
役
場
振
興
諜

　
く
燈
6
－
3
王
3
王
）

云鞠

短
歌

優
男
か
は
て
ま
た
剛
の
益
荒
男
か

　
　
　
　
　
わ
れ
の
好
み
し
歌
詠
む
家
特

　
　
　
　
　
ゆ
も

腹
一
杯
風
を
孕
み
て
泳
ぎ
た
る

　
　
　
　
　
男
の
子
を
祝
ふ
鯉
に
相
応
し

勢
吹
か
ん
と
鐵
毎
あ
か
ら
む
ぷ
な
の
勢
に

　
　
　
　
　
緩
憩
つ
け
て
風
吹
き
な
ぶ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
　
谷
　
鈴
木

ヨ
　
　
ぴ

力
　
穆

あ
り
が
た
さ
初
め
て
知
っ
た
米
送
れ

お
前
に
も
“
献
法
そ
う
春
の
鉢

ロ
喧
嘩
三
β
せ
な
ん
だ
妻
の
留
守

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
黒
　
倉
　
草
村

柳
友
作
品
紹
介

仲
直
り
で
き
そ
う
今
β
の
味
加
減

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
富
美
子

あ
の
毯
ま
で
従
い
ズ
来
そ
う
な
犬
と
い
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト
　
　
ヨ

妻
の
目
を
見
て
こ
の
話
止
し
て
お
こ

該
当
者
な
し
と
書
き
た
い
投
票
所

大
あ
く
び
し
《
る
賞
罰
な
し
の
顔

ミ
チ
子

杉
　
本

三
　
浦

俊
一
（
栄
屋
）

正
孝
（
一
枚
窃
）

⑪皆さん方のご寄稿をお待ちしており豪す。

ま
つ
り
だ
！
　
花
火
だ
！

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
だ
！

　
観
光
松
之
出
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
と

し
て
す
っ
か
り
定
着
し
た
鴨
松
之
山

温
泉
ま
つ
り
騙
が
、
今
葎
も
盛
大
に

行
わ
れ
ま
す
。

　
ご
家
族
そ
ろ
っ
て
お
出
か
け
く
だ

さ
い
。

＠
会
場

　
松
之
出
温
東
街
及
び
駐
車
場

＠
臼
程

　
5
月
鍛
田
ハ
土
）

。
年
後
2
時
～
　
管
領
塚
供
養
・
松

　
璽
小
鼓
笛
隊
パ
レ
ー
ド

・
午
後
2
時
3
0
分
～
　
松
翼
保
育
勝

　
園
箆
稚
兜
行
列

。
牟
後
3
時
～
　
松
之
山
中
ブ
ラ
ス

　
バ
ン
ド
部
演
奏
・
山
菜
欝

。
牟
後
4
時
～
　
子
洪
み
こ
し
・
濾

　
泉
太
鼓
行
進

。
午
後
7
時
～
　
三
藩
良
歌
講
シ
銅

　
ー
、
ゲ
ス
ト
出
演
酋
鐡
さ
ゆ
り

。
午
後
8
聴
3
0
分
～
　
大
花
火
大
会

　
（
雨
天
順
延
）

※
天
候
な
ど
に
よ
り
、
蒔
間
が
着
干

　
変
更
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

⑨
問
い
合
わ
せ
先

　
松
之
出
町
観
光
協
会

　
§
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－
3
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1
1
）

　
新
緑
が
ま
ぶ
し
い
大
厳
寺
蕩
原
で

ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
が
食
べ
放
題
！

　
カ
ラ
オ
ケ
大
会
、
独
選
会
も
あ
り

ま
す
の
で
、
ご
蒙
簾
や
お
友
だ
ち
で

参
撫
し
て
く
だ
さ
い
。

＠
会
場

　
大
厳
寺
蕩
康
（
希
望
館
〉

＠
β
時

　
5
月
2
2
縫
（
旦

　
午
蔚
m
時
～

＠
参
撫
料

　
小
学
鷹
1
、
o
倉
o
円

　
中
学
愈
以
上
王
、
5
0
0
円

◎
定
貴

　
先
着
2
0
0
名
ま
で

＠
簡
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

　
松
之
山
町
観
光
協
会

　
（
齋
6
－
3
0
ま
王
）

麟欝蟹
勤
嚢

5

年
に

一
度
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク
！

平
成
6
年
度
町
総
合
検
診

＠
臼
分
自
身
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク
で
す
。

積
極
的
綴
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

　
毎
年
実
施
し
て
い
ま
す
購
の
総
含

検
診
が
、
今
年
も
6
月
欝
厳
か
ら
町

罠
体
脊
館
で
行
わ
れ
ま
す
。

　
検
診
対
象
煮
の
皆
さ
ん
に
は
事
蔚

に
受
け
る
検
診
項
目
の
希
望
を
繊
し

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、
　
一
年
に

…
園
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク
の
場
で
す
の

で
、
ぜ
ひ
検
診
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

⑨
検
診
料
は
後
臼
徴
収
し
ま
す
！

　
今
年
よ
り
検
診
料
の
徴
収
方
法
が

変
更
に
な
り
蜜
す
の
で
お
矩
ら
せ
し

塞
す
．

　
昨
年
ま
で
検
診
会
場
で
直
接
納
め

て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
お
金
を
持

っ
て
来
て
い
た
だ
く
わ
ず
ら
わ
し
さ

と
間
違
い
を
無
く
す
る
た
め
、
全
て

の
検
診
が
終
了
し
た
後
に
検
診
料
を

徴
収
い
た
し
濠
す
．

　
徴
収
方
法
は
、
そ
れ
ぞ
れ
皆
さ
ん

か
ら
納
税
等
で
契
約
い
た
だ
い
て
い

る
各
金
融
機
関
の
欝
鰹
よ
り
引
き
落

し
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
引
き
落
し
の
時
期
及
び
畷
細
に
つ

き
ま
し
て
は
、
後
臼
運
絡
い
た
し
ま

す
の
で
何
分
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

⑧
問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
建
戻
誤
　
保
健
衛
盗
係

　
（
難
6
…
3
1
3
1
内
線
5
2
）

　　相談員の交代

　北浦鑓の高沢利一さんの辞征に

より、坪野の佐藤鵜夫さんが身体

難書者相談員に委嘱されました。

　佐藤穂夫さんは、身体難害者の

方々の槻談をはじめ行致機関との

連絡の仕事をしてくださいます。

　お餓軽にご相談ください。

　（徹6－3962）

警
察
官
募
集

　
　
　
　
　
（
大
卒
程
度
）

　
票
罠
の
盆
濡
を
守
る
、
鉱
義
感
あ

ふ
れ
る
鷲
轡
を
幕
集
し
ま
す
。

＠
寡
集
区
分
（
A
は
大
卒
程
度
）

　
男
子
讐
察
官
A
・
女
子
警
察
窟
A

＠
膳
募
資
格
（
男
女
共
運

　
昭
瀦
4
2
年
4
月
2
日
か
ら
岡
4
8
年

毒
月
1
臼
ま
で
に
鮨
ま
れ
た
人
で
、

4
総
∴
制
大
学
を
卒
業
ま
た
は
卒
業
見

込
み
の
入
。

＠
蘭
い
合
わ
せ
先

　
新
潟
県
警
察
本
部
・
讐
察
署
．
駐

在
斯
な
ど
へ
。

掌
卒
求
人
受
理

　
　
　
　
　
説
明
会

　
来
春
3
月
の
新
規
学
卒
予
定
響
を

紺
象
と
す
る
、
求
入
購
し
込
み
の
手

続
き
に
つ
い
て
の
説
萌
会
が
闘
催
さ

れ
ま
す
．

　
求
人
串
し
込
み
さ
れ
る
事
業
漸
は
、

繍
鷹
く
だ
さ
い
。

＠
臼
時

　
5
月
欝
鍛
（
金
）

　
卑
後
2
時
～

⑨
場
筋

　
上
越
公
共
職
業
安
定
漸
安
塚
分
室

⑨
閥
い
合
わ
せ
先

　
上
越
職
安
安
塚
分
室
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き
れ
い
な
美
し
い

町
づ
く
り
を
！

　
由
然
を
愛
す
る
心
と
環
境
美
化
へ

の
憲
識
を
蕎
め
る
こ
と
を
目
的
績
、

第
”
園
ク
リ
ー
ン
大
作
戦
が
行
わ
れ

ま
す
。

　
農
作
業
シ
ー
ズ
ン
で
お
忙
し
い
と

思
い
ま
す
が
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
．

＠
日
時

　
5
月
焉
霞
（
紹
）

　
午
麟
7
時
～
8
時
（
雨
天
決
行
）

＠
集
合
場
漸

　
灘
獅
し
ま
し
た
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く

　
だ
さ
い
。

◎
実
施
方
法

　
斑
編
成
し
、
各
コ
ー
ス
で
実
施

＠
漉
意
事
項

①
盤
き
鋳
・
窒
鳶
ビ
ン
・
も
え
る
ゴ

　
ミ
そ
の
弛
に
分
け
て
く
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さ
い
。

②
脊
隼
懸
員
が
回
収
し
ま
す
の
で
、

　
各
集
落
の
ゴ
ミ
収
集
場
勝
に
置
い

　
て
く
だ
さ
い
。

③
交
通
事
故
に
あ
わ
な
い
よ
う
十
分

　
濾
意
し
て
く
だ
さ
い
。

＠
ド
ラ
イ
バ
ー
皆
さ
ん
へ

　
当
日
は
、
地
域
の
皆
さ
ん
が
溝
掃

潜
動
を
行
い
ま
す
の
で
、
事
故
の
な

い
よ
う
ご
漉
意
を
お
願
い
し
ま
す
。

＠
問
い
禽
わ
せ

　
松
之
山
町
公
罠
館
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潟
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催
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潟
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催
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＠
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＠
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※
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．

＠
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。
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＠
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介
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＠
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澱
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ま
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が
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今
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も
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に
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・
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後
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子
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り
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後
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に
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、
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更
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！
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成
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度
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検
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臼
分
自
身
の
健
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チ
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で
す
。

積
極
的
綴
受
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し
ま
し
ょ
う
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毎
年
実
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し
て
い
ま
す
購
の
総
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検
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が
、
今
年
も
6
月
欝
厳
か
ら
町
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体
脊
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で
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れ
ま
す
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検
診
対
象
煮
の
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ん
に
は
事
蔚

に
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け
る
検
診
項
目
の
希
望
を
繊
し

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、
　
一
年
に

…
園
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク
の
場
で
す
の

で
、
ぜ
ひ
検
診
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

⑨
検
診
料
は
後
臼
徴
収
し
ま
す
！

　
今
年
よ
り
検
診
料
の
徴
収
方
法
が

変
更
に
な
り
蜜
す
の
で
お
矩
ら
せ
し

塞
す
．

　
昨
年
ま
で
検
診
会
場
で
直
接
納
め

て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
お
金
を
持

っ
て
来
て
い
た
だ
く
わ
ず
ら
わ
し
さ

と
間
違
い
を
無
く
す
る
た
め
、
全
て

の
検
診
が
終
了
し
た
後
に
検
診
料
を

徴
収
い
た
し
濠
す
．

　
徴
収
方
法
は
、
そ
れ
ぞ
れ
皆
さ
ん

か
ら
納
税
等
で
契
約
い
た
だ
い
て
い

る
各
金
融
機
関
の
欝
鰹
よ
り
引
き
落

し
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
引
き
落
し
の
時
期
及
び
畷
細
に
つ

き
ま
し
て
は
、
後
臼
運
絡
い
た
し
ま

す
の
で
何
分
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

⑧
問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
建
戻
誤
　
保
健
衛
盗
係

　
（
難
6
…
3
1
3
1
内
線
5
2
）

　　相談員の交代

　北浦鑓の高沢利一さんの辞征に

より、坪野の佐藤鵜夫さんが身体

難書者相談員に委嘱されました。

　佐藤穂夫さんは、身体難害者の

方々の槻談をはじめ行致機関との

連絡の仕事をしてくださいます。

　お餓軽にご相談ください。

　（徹6－3962）

警
察
官
募
集

　
　
　
　
　
（
大
卒
程
度
）

　
票
罠
の
盆
濡
を
守
る
、
鉱
義
感
あ

ふ
れ
る
鷲
轡
を
幕
集
し
ま
す
。

＠
寡
集
区
分
（
A
は
大
卒
程
度
）

　
男
子
讐
察
官
A
・
女
子
警
察
窟
A

＠
膳
募
資
格
（
男
女
共
運

　
昭
瀦
4
2
年
4
月
2
日
か
ら
岡
4
8
年

毒
月
1
臼
ま
で
に
鮨
ま
れ
た
人
で
、

4
総
∴
制
大
学
を
卒
業
ま
た
は
卒
業
見

込
み
の
入
。

＠
蘭
い
合
わ
せ
先

　
新
潟
県
警
察
本
部
・
讐
察
署
．
駐

在
斯
な
ど
へ
。

掌
卒
求
人
受
理

　
　
　
　
　
説
明
会

　
来
春
3
月
の
新
規
学
卒
予
定
響
を

紺
象
と
す
る
、
求
入
購
し
込
み
の
手

続
き
に
つ
い
て
の
説
萌
会
が
闘
催
さ

れ
ま
す
．

　
求
人
串
し
込
み
さ
れ
る
事
業
漸
は
、

繍
鷹
く
だ
さ
い
。

＠
臼
時

　
5
月
欝
鍛
（
金
）

　
卑
後
2
時
～

⑨
場
筋

　
上
越
公
共
職
業
安
定
漸
安
塚
分
室

⑨
閥
い
合
わ
せ
先

　
上
越
職
安
安
塚
分
室

　
§
2
－
2
G
3
9
）
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鰍
、

　
親
動
で
自
然
に
親
し
ん
で
み
ま
せ

ん
か
！

　
今
年
度
も
親
子
自
然
俸
験
教
察
を

月
　
回
闘
催
し
ま
す
。

　
各
回
と
も
楽
し
い
企
爾
と
な
っ
て

い
家
す
の
で
、
ぜ
ひ
馨
燃
し
て
く
だ

さ
い
。

　
第
一
回
目
は
偽
野
鳥
観
察
」
で
、

5
月
2
2
臼
（
擦
）
で
す
。

　
な
お
、
詳
し
い
臼
程
は
後
繕
チ
ラ

シ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▼
対
象
者
小
・
中
学
生
と
瀞
、
の
親

　
　
　
　
　
　
（
子
儀
だ
け
で
も
灘
」

▼
申
込
み
　
公
幾
館
へ
電
謡
で
申
し

　
　
　
　
　
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

颪
髭

｝
バ
勧
ー
潔
ー
ル
犬
会

　
町
内
の
欝
壮
年
及
び
高
校
強
チ
ー

ム
が
参
加
す
る
、
町
罠
パ
レ
ー
ボ
…

ル
大
会
（
6
人
翻
）
が
行
わ
れ
ま
す
．

　
昨
年
の
大
会
に
は
7
チ
ー
ム
が
参

撫
し
、
そ
の
う
ち
3
チ
…
ム
は
高
校

生
チ
ー
ム
で
し
た
。

　
試
合
は
一
鷺
縫
に
予
戦
ト
ー
ナ
メ

ン
ト
、
　
．
霞
懇
に
準
決
勝
戦
・
決
勝

戦
・
三
位
決
定
戦
を
行
う
予
定
で
す
。

　
多
数
の
参
鍍
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
臼
時
6
壇
8
旦
水
）
、
9
鼎

　
　
　
　
　
　
（
本
）

　
　
　
　
　
夜
7
階
～

▼
場
　
所
　
町
畏
体
薄
館

　　6潮謙ゆ夜間一般開放
驚麟欝難難ス襲随疲晦轍醐赦榔肘

鍍始めま塗の驚簿篇罵く餐さ紅、。

　＠聡放獲聴海週識曜環　襟3時iへ潮時

都窓鷺窪擁穫罵驚き癒擦鷺巻あ籍諜蒙の薫・馨溺承

鮮感熱・憂

　ま撚、管鯉獣醗叢騰一騰懸お萄羅海覇綾駕穆薫く擬

さ雛α

婦
人

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

　
購
内
各
地
域
の
婦
人
チ
…
ム
が
参

撫
す
る
、
婦
人
バ
レ
ー
ボ
…
ル
大
会

（
9
人
鯛
）
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
こ
の
大
会
は
親
善
を
大
き
、
目
的

に
し
て
い
ま
す
が
、
上
位
チ
ー
ム
は

上
越
大
会
に
も
参
加
し
ま
す
の
響
、
、

熱
戦
が
鰯
待
さ
れ
塞
す
。

　
応
援
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
β
時
5
月
2
6
縫
（
本
）

　
　
　
　
　
夜
7
時
～

▼
場
　
所
　
町
畏
体
奮
館

　郡展羅出畠じま慧んか
　郡美徳展力鱗0穏矯覆から3β聞当驚を会場に闘

擢さ麓ま塗、

当鋤・ら毎鶏優秀雛融繍融繊今年櫨
擬翻待冬霧ま掻。

　お難建懲郡震韓鐵最転薫みま懸んが。お待ち彰

驚短懸嚢．

趣昧魚つり

派遣社会教育主事

武田　篤先生

　
町
内
に
は
、
た
く
さ
ん
の
自
然
が

あ
り
ま
す
。

　
特
に
「
山
野
董
ご
は
生
活
の
申
で

身
近
に
見
ら
れ
、
そ
の
強
さ
レ
知
美
し

さ
に
心
う
ば
わ
れ
ま
す
。

　
昨
年
よ
り
こ
の
山
野
草
を
使
っ
た

生
花
教
室
を
開
い
て
い
ま
す
が
、
今

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ン
　
　
　
で
　
ゅ

奪
も
年
7
回
謙
醐
し
て
レ
ま
づ

　
春
・
夏
・
秋
・
冬
の
そ
れ
ぞ
れ
の

季
節
の
臼
然
を
あ
な
た
の
手
で
生
け

て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
第
欄
園
　
6
月
7
鷺
（
火
）

▼
申
込
み
　
公
罠
館
へ
電
話
で
確
し

　
　
　
　
　
込
み
く
だ
さ
い
。

　
4
月
よ
り
教
育
襲
騒
会
に
巡
遣

縫
会
教
膏
主
事
と
し
て
、
武
田
篤

先
生
を
お
迎
え
し
ま
し
た
。

　
先
生
に
は
、
平
成
9
年
3
月
ま

で
の
3
年
間
で
生
涯
学
習
推
進
体

舗
を
整
備
し
て
い
た
だ
き
藪
す
。

　
ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
濡
動

に
お
い
て
も
騒
体
や
地
域
に
出
掛

け
て
ご
指
導
を
お
願
い
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
．

　
こ
れ
か
ら
、
毎
日
が
忙
し
く
な

り
そ
う
な
武
繊
先
生
で
す
。

　
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
満
醐
の
桜
に
迎
え
，
れ
た

東
窟
事
務
所
勤
務
も
約
～
カ

月
が
過
ぎ
ま
し
た
。

　
十
縢
年
ぶ
り
の
東
窟
盗
活

で
改
め
て
人
間
の
多
さ
に
驚

き
、
未
だ
に
あ
の
人
込
み
の

中
を
歩
く
こ
と
に
慣
れ
な
い

で
い
家
す
。

　
さ
て
、
皆
さ
ん
の
中
に
は

「
藁
憲
事
務
所
て
が
ん
な
、

ど
っ
け
な
仕
事
し
て
ら
…
ろ

？
し
と
い
う
疑
問
を
お
持
ち

の
方
も
多
い
か
と
思
い
家
す
。

　
そ
こ
で
、
今
翻
か
ら
纏
月

広
報
で
東
窟
事
務
所
の
仕
箏

の
内
容
や
東
蒙
の
情
報
な
ど

を
お
伝
え
し
て
行
き
た
い
と

園園團固囲圃團匪

　
繭
月
中
は
松
之
山
購
と
関
係
の
あ

る
各
機
関
、
縷
体
、
欄
人
等
へ
の
あ

い
さ
つ
廼
9
で
し
た
。
こ
の
間
に
お

会
い
し
て
、
名
刺
交
換
し
て
い
た
だ

い
た
方
が
一
〇
〇
名
を
超
え
て
い
ま

す
。

棄京事務所にて

　
驚
い
た
事
に
全
園
の
騎
村

の
中
で
東
窟
事
務
所
を
設
置

し
て
い
る
の
は
、
わ
ず
か
に

ふ
ー
五
、
　
六
町
村
し
か
な
い
と

い
う
事
で
す
。

　
そ
の
中
で
新
潟
県
内
で
は
、

松
之
由
町
、
獺
川
町
、
祢
彦

村
、
安
塚
溝
（
鑓
職
輿
の
派

遺
な
し
）
と
い
う
状
況
で
す
。

　
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
勉

に
も
粟
窟
事
務
所
の
希
望
を

持
つ
て
い
る
郷
村
も
多
い
よ

う
で
す
が
、
な
か
な
か
難
し

い
よ
う
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
一
年
聞
、
東
東

事
務
所
で
頑
張
り
た
い
と
思

い
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
ゆ

楽
繊
騰
輸
蝶
懸
磁
灘
饗
灘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
シ

　
こ
の
コ
ー
ナ
…
で
は
、
町
内
の
ス

ポ
ー
ツ
・
文
化
活
動
サ
ー
ク
ル
に
登
場

い
た
だ
き
そ
の
活
動
を
紹
介
し
ま
す
、

　
今
園
第
一
回
目
に
登
場
し
て
い
た

だ
く
み
な
さ
ん
は
、
エ
ア
”
ビ
ク
ス

教
蜜
の
方
々
で
す
。

…
ま
ず
、
グ
ル
ー
ブ
の
名
称
と
仲
間

の
人
数
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　
ポ
ッ
プ
コ
…
ン
と
い
い
ま
す
。
5

年
繭
か
ら
始
め
ま
し
て
、
い
ま
約
50

名
の
仲
闘
で
す
。

ー
活
動
内
容
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
は
簿
週
木
曜
醸
で
、

時
閥
は
夜
七
時
半
か
ら
九
蒔
頃
ま
で

で
す
。

憾覧響盛婦卿
ゆ
解君面

真
・

“
　
一
冷
｝
”

　
　
　
　
一

劣

‘

魅堅

　
　
　
　
　
　
唾

花
富
ん
の

＆
が
　
　
（

ぢ
が
，
て
　
　
．

る
奪
n
、
t

　
　
　
　
　
　
　
’

薙試
躍
㌦

響
一

　
　
魅
妃

⑧
穆

啄

　
ゆμ

、
欝

張

G9

‘
ジ

こ
）
ぢ
芝

　
　
　
　
　
》

澄
受
う

“

，
萄
吻

…
活
動
し
て
い
て
良
か
っ
た
と
は
？

　
ス
ト
レ
ス
が
取
れ
爾
こ
り
に
も
い

い
で
す
。

ー
皆
さ
ん
を
拝
見
し
て
い
る
と
美
容

に
も
い
い
み
た
い
で
す
が
？

　
エ
ー
、
そ
う
で
す
か
。
（
笑
〉

ー
活
動
で
大
切
な
こ
と
は
？

　
無
理
を
し
な
い
こ
と
。
イ
ヤ
な
時

は
休
む
。
体
を
動
か
し
た
く
な
っ
た

ら
、
こ
こ
に
来
て
仲
間
と
汗
を
流
す
。

そ
れ
で
い
い
と
思
い
ま
す
。

…
将
来
の
目
標
は
？
・

　
五
十
歳
、
六
十
歳
に
な
っ
て
も
続

け
て
行
き
た
い
で
す
ね
。
（
笑
）

…
町
へ
の
要
望
は
？

　
私
た
ち
の
活
動
の
こ
と
で
す
が
、

旅
が
滑
っ
て
危
険
な
の
で
滑
ら
な
い

床
に
替
え
て
ほ
し
い
。
そ
れ
と
大
き

な
鏡
が
ほ
し
い
で
す
ね
。

　
ま
た
、
侮
驚
町
村
へ
出
掛
け
る
と

男
性
の
方
も
大
勢
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
を

し
て
い
ま
す
。
松
之
山
で
も
そ
ん
な

ふ
う
紀
な
れ
ば
い
い
な
あ
ー
と
思
い

ま
す
。

　
男
性
の
み
な
さ
ん
も
、
ぜ
ひ
｝
緒

磁
参
加
し
ま
せ
ん
か
。
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
女
性
の
方
も
大

歓
迎
で
す
．
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鰍
、

　
親
動
で
自
然
に
親
し
ん
で
み
ま
せ

ん
か
！

　
今
年
度
も
親
子
自
然
俸
験
教
察
を

月
　
回
闘
催
し
ま
す
。

　
各
回
と
も
楽
し
い
企
爾
と
な
っ
て

い
家
す
の
で
、
ぜ
ひ
馨
燃
し
て
く
だ

さ
い
。

　
第
一
回
目
は
偽
野
鳥
観
察
」
で
、

5
月
2
2
臼
（
擦
）
で
す
。

　
な
お
、
詳
し
い
臼
程
は
後
繕
チ
ラ

シ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▼
対
象
者
小
・
中
学
生
と
瀞
、
の
親

　
　
　
　
　
　
（
子
儀
だ
け
で
も
灘
」

▼
申
込
み
　
公
幾
館
へ
電
謡
で
申
し

　
　
　
　
　
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

颪
髭

｝
バ
勧
ー
潔
ー
ル
犬
会

　
町
内
の
欝
壮
年
及
び
高
校
強
チ
ー

ム
が
参
加
す
る
、
町
罠
パ
レ
ー
ボ
…

ル
大
会
（
6
人
翻
）
が
行
わ
れ
ま
す
．

　
昨
年
の
大
会
に
は
7
チ
ー
ム
が
参

撫
し
、
そ
の
う
ち
3
チ
…
ム
は
高
校

生
チ
ー
ム
で
し
た
。

　
試
合
は
一
鷺
縫
に
予
戦
ト
ー
ナ
メ

ン
ト
、
　
．
霞
懇
に
準
決
勝
戦
・
決
勝

戦
・
三
位
決
定
戦
を
行
う
予
定
で
す
。

　
多
数
の
参
鍍
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
臼
時
6
壇
8
旦
水
）
、
9
鼎

　
　
　
　
　
　
（
本
）

　
　
　
　
　
夜
7
階
～

▼
場
　
所
　
町
畏
体
薄
館

　　6潮謙ゆ夜間一般開放
驚麟欝難難ス襲随疲晦轍醐赦榔肘

鍍始めま塗の驚簿篇罵く餐さ紅、。

　＠聡放獲聴海週識曜環　襟3時iへ潮時

都窓鷺窪擁穫罵驚き癒擦鷺巻あ籍諜蒙の薫・馨溺承

鮮感熱・憂

　ま撚、管鯉獣醗叢騰一騰懸お萄羅海覇綾駕穆薫く擬

さ雛α

婦
人

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

　
購
内
各
地
域
の
婦
人
チ
…
ム
が
参

撫
す
る
、
婦
人
バ
レ
ー
ボ
…
ル
大
会

（
9
人
鯛
）
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
こ
の
大
会
は
親
善
を
大
き
、
目
的

に
し
て
い
ま
す
が
、
上
位
チ
ー
ム
は

上
越
大
会
に
も
参
加
し
ま
す
の
響
、
、

熱
戦
が
鰯
待
さ
れ
塞
す
。

　
応
援
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
β
時
5
月
2
6
縫
（
本
）

　
　
　
　
　
夜
7
時
～

▼
場
　
所
　
町
畏
体
奮
館

　郡展羅出畠じま慧んか
　郡美徳展力鱗0穏矯覆から3β聞当驚を会場に闘

擢さ麓ま塗、

当鋤・ら毎鶏優秀雛融繍融繊今年櫨
擬翻待冬霧ま掻。

　お難建懲郡震韓鐵最転薫みま懸んが。お待ち彰

驚短懸嚢．

趣昧魚つり

派遣社会教育主事

武田　篤先生

　
町
内
に
は
、
た
く
さ
ん
の
自
然
が

あ
り
ま
す
。

　
特
に
「
山
野
董
ご
は
生
活
の
申
で

身
近
に
見
ら
れ
、
そ
の
強
さ
レ
知
美
し

さ
に
心
う
ば
わ
れ
ま
す
。

　
昨
年
よ
り
こ
の
山
野
草
を
使
っ
た

生
花
教
室
を
開
い
て
い
ま
す
が
、
今

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ン
　
　
　
で
　
ゅ

奪
も
年
7
回
謙
醐
し
て
レ
ま
づ

　
春
・
夏
・
秋
・
冬
の
そ
れ
ぞ
れ
の

季
節
の
臼
然
を
あ
な
た
の
手
で
生
け

て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
第
欄
園
　
6
月
7
鷺
（
火
）

▼
申
込
み
　
公
罠
館
へ
電
話
で
確
し

　
　
　
　
　
込
み
く
だ
さ
い
。

　
4
月
よ
り
教
育
襲
騒
会
に
巡
遣

縫
会
教
膏
主
事
と
し
て
、
武
田
篤

先
生
を
お
迎
え
し
ま
し
た
。

　
先
生
に
は
、
平
成
9
年
3
月
ま

で
の
3
年
間
で
生
涯
学
習
推
進
体

舗
を
整
備
し
て
い
た
だ
き
藪
す
。

　
ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
濡
動

に
お
い
て
も
騒
体
や
地
域
に
出
掛

け
て
ご
指
導
を
お
願
い
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
．

　
こ
れ
か
ら
、
毎
日
が
忙
し
く
な

り
そ
う
な
武
繊
先
生
で
す
。

　
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
満
醐
の
桜
に
迎
え
，
れ
た

東
窟
事
務
所
勤
務
も
約
～
カ

月
が
過
ぎ
ま
し
た
。

　
十
縢
年
ぶ
り
の
東
窟
盗
活

で
改
め
て
人
間
の
多
さ
に
驚

き
、
未
だ
に
あ
の
人
込
み
の

中
を
歩
く
こ
と
に
慣
れ
な
い

で
い
家
す
。

　
さ
て
、
皆
さ
ん
の
中
に
は

「
藁
憲
事
務
所
て
が
ん
な
、

ど
っ
け
な
仕
事
し
て
ら
…
ろ

？
し
と
い
う
疑
問
を
お
持
ち

の
方
も
多
い
か
と
思
い
家
す
。

　
そ
こ
で
、
今
翻
か
ら
纏
月

広
報
で
東
窟
事
務
所
の
仕
箏

の
内
容
や
東
蒙
の
情
報
な
ど

を
お
伝
え
し
て
行
き
た
い
と

園園團固囲圃團匪

　
繭
月
中
は
松
之
山
購
と
関
係
の
あ

る
各
機
関
、
縷
体
、
欄
人
等
へ
の
あ

い
さ
つ
廼
9
で
し
た
。
こ
の
間
に
お

会
い
し
て
、
名
刺
交
換
し
て
い
た
だ

い
た
方
が
一
〇
〇
名
を
超
え
て
い
ま

す
。

棄京事務所にて

　
驚
い
た
事
に
全
園
の
騎
村

の
中
で
東
窟
事
務
所
を
設
置

し
て
い
る
の
は
、
わ
ず
か
に

ふ
ー
五
、
　
六
町
村
し
か
な
い
と

い
う
事
で
す
。

　
そ
の
中
で
新
潟
県
内
で
は
、

松
之
由
町
、
獺
川
町
、
祢
彦

村
、
安
塚
溝
（
鑓
職
輿
の
派

遺
な
し
）
と
い
う
状
況
で
す
。

　
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
勉

に
も
粟
窟
事
務
所
の
希
望
を

持
つ
て
い
る
郷
村
も
多
い
よ

う
で
す
が
、
な
か
な
か
難
し

い
よ
う
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
一
年
聞
、
東
東

事
務
所
で
頑
張
り
た
い
と
思

い
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
ゆ

楽
繊
騰
輸
蝶
懸
磁
灘
饗
灘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
シ

　
こ
の
コ
ー
ナ
…
で
は
、
町
内
の
ス

ポ
ー
ツ
・
文
化
活
動
サ
ー
ク
ル
に
登
場

い
た
だ
き
そ
の
活
動
を
紹
介
し
ま
す
、

　
今
園
第
一
回
目
に
登
場
し
て
い
た

だ
く
み
な
さ
ん
は
、
エ
ア
”
ビ
ク
ス

教
蜜
の
方
々
で
す
。

…
ま
ず
、
グ
ル
ー
ブ
の
名
称
と
仲
間

の
人
数
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　
ポ
ッ
プ
コ
…
ン
と
い
い
ま
す
。
5

年
繭
か
ら
始
め
ま
し
て
、
い
ま
約
50

名
の
仲
闘
で
す
。

ー
活
動
内
容
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
は
簿
週
木
曜
醸
で
、

時
閥
は
夜
七
時
半
か
ら
九
蒔
頃
ま
で

で
す
。

憾覧響盛婦卿
ゆ
解君面

真
・

“
　
一
冷
｝
”

　
　
　
　
一

劣

‘

魅堅

　
　
　
　
　
　
唾

花
富
ん
の

＆
が
　
　
（

ぢ
が
，
て
　
　
．

る
奪
n
、
t

　
　
　
　
　
　
　
’

薙試
躍
㌦

響
一

　
　
魅
妃

⑧
穆

啄

　
ゆμ

、
欝

張

G9

‘
ジ

こ
）
ぢ
芝

　
　
　
　
　
》

澄
受
う

“

，
萄
吻

…
活
動
し
て
い
て
良
か
っ
た
と
は
？

　
ス
ト
レ
ス
が
取
れ
爾
こ
り
に
も
い

い
で
す
。

ー
皆
さ
ん
を
拝
見
し
て
い
る
と
美
容

に
も
い
い
み
た
い
で
す
が
？

　
エ
ー
、
そ
う
で
す
か
。
（
笑
〉

ー
活
動
で
大
切
な
こ
と
は
？

　
無
理
を
し
な
い
こ
と
。
イ
ヤ
な
時

は
休
む
。
体
を
動
か
し
た
く
な
っ
た

ら
、
こ
こ
に
来
て
仲
間
と
汗
を
流
す
。

そ
れ
で
い
い
と
思
い
ま
す
。

…
将
来
の
目
標
は
？
・

　
五
十
歳
、
六
十
歳
に
な
っ
て
も
続

け
て
行
き
た
い
で
す
ね
。
（
笑
）

…
町
へ
の
要
望
は
？

　
私
た
ち
の
活
動
の
こ
と
で
す
が
、

旅
が
滑
っ
て
危
険
な
の
で
滑
ら
な
い

床
に
替
え
て
ほ
し
い
。
そ
れ
と
大
き

な
鏡
が
ほ
し
い
で
す
ね
。

　
ま
た
、
侮
驚
町
村
へ
出
掛
け
る
と

男
性
の
方
も
大
勢
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
を

し
て
い
ま
す
。
松
之
山
で
も
そ
ん
な

ふ
う
紀
な
れ
ば
い
い
な
あ
ー
と
思
い

ま
す
。

　
男
性
の
み
な
さ
ん
も
、
ぜ
ひ
｝
緒

磁
参
加
し
ま
せ
ん
か
。
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
女
性
の
方
も
大

歓
迎
で
す
．

’5
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　ターザン　たのしいよ

際麓㌶諭
わたしがチーちゃんをだいて
みんながよろこんだよ

（嘉欝縮蹴鑑て）

　
　
　
　
　
灘
、

墨

隷
“
縫
翻
ズ
垂
4
襲

　　薯　隼

あいだるみさん

（松之山　中屋敷）

　　　2　隼

あいざわはるかさん

　　（水梨原）

▼
4
月
の
で
き
ご
と

54鷺環
17王3　8
臼　段　繍

鴛
臼

28　27　25　22
服　溝　欝　獲

嬬

購
内
小
掌
校
入
学
式

中
掌
校
入
掌
式

献
搬
（
役
攣

乳
幼
児
健
診

老
人
ク
ラ
プ
会
長
会
議

第
8
麟
松
之
山
温
泉
ク
ロ
ス

カ
ン
ト
リ
董
ス
キ
ー
大
会

集
落
総
代
会

リ
ハ
ビ
リ
教
窯

貌
幼
児
趨
科
検
診

議
会
臨
時
会

町
溝
防
麗
分
麟
長
会
議

畏
生
委
員
会

攣董讃繋欝霧

5月
璽2日

　26日
璽6β

　31日
・§月．9日23欝％日

駄
専・1’1

　　　　　　圏　　　圏團
（死亡年月臼）

296．4

4、296

村幾文裁さん　78歳

　　　　　　湯本（福住や）

小野塚永一さん　83歳

　　　　　　　　（不老閣）

※4月王欝から30弩までの届出分です，

※広報に載せてほしくない方は届患のとき

　窓鷺Fにお話しください鍛　　　　＾《＾

▼
5
月
拓
5
～
G
月
翰
費
の
予
定

222i15
繕　鷺　臼

875％29282624
揖澱鐵β欝臼鷺臼

ク
リ
ー
ン
大
作
戦

松
之
山
温
泉
ま
つ
り

ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
ま
つ
り

親
子
自
然
体
験
教
塞

リ
ハ
ビ
リ
教
室

婦
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

県
野
鳥
集
会
（
凌
雲
醐
）

県
探
鳥
会
（
大
厳
寺
高
原
）

町の動き

畿
羅

窃《糟勘《擁鷺》

　　　5湾1臼規荏

総人口3ラ608人（＋12〉

　　男王，747人（＋5〉

　　女1，861入（＋7〉

樵帯数1，167芦（＋6〉

　（）内は蔚月との比較

編
集
後
記

今
月
畢
か
ら
購
任
者
の
燈
藤
さ

ん
に
代
わ
り
、
高
橋
が
広
報
を
握

当
す
る
こ
と
紅
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
｝
｝
カ
月
広
報
に
携
わ
っ
て

み
て
、
こ
ん
を
に
大
変
だ
と
は
思

い
ま
せ
ん
で
し
た
。
で
も
、
何
と

か
頑
張
ウ
た
い
と
思
い
ま
す
、

　
地
域
の
議
題
・
情
報
が
あ
り
濠

し
た
ら
ぜ
ひ
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
取
材
の
際
に
は
ご
協
力

い
た
だ
き
濠
す
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。
　
　
　
　
　
高
橋

町
野
鳥
集
会
（
温
泉
セ
ン
タ
ー
）
表

町
罠
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
く
蝋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
紙

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

町
探
鳥
会
λ
美
人
林
周
辺
晃
　
　
号

リ
ハ
ピ
リ
豹
“
室
。
生
紳
化
一
教
’
蟹
　

月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
今

　表紙は、ティー・アール・ワイ

㈱の職場です。

　突然の訪問でしたが、笑顔で逓

えてくれ窪した。若いみなさんで

明るく楽しい職場でした。

レ今月号から町内のいろいろな職

場にお那魔させていただきますの

で、その際はご協力お願いします。

ラ

麟
号

鞭
月

槻
6
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　操業して鯵葎憩周年を還えた、綴岸縫製さんの現姦の従

業員は8名です。一・欝約500枚の婦人癩のグンゼ製最など

を作っているそうです。

　従業轟の皆さんは超ベテラン揃いですが、どんなところ

力逮難しいですかの問い紅ぎやは！）、　しっかりと規格にはま

った製餓を作ることです．もっと、趨由に作ることが出来

れば楽しいんでしょうが、でも検鷹紅含格しないことには

ダメですからネー一癒毒　と謡してくれ．ましたな

　今月の第一週には、以萌から楽しみ紀していた慰安旅行

ヵ舜テなわれ，るとのことでした塗きっと旅先ではおいしい料

理をたくさん食べ、楽しい思い熱こ残る蕨だったと思い蓉

す⇔
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